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町 章 

日
高
町
民
憲
章 

 一
恵
ま
れ
た
自
然
を
大
切
に
し 

　
快
適
で
住
み
よ
い
町
を
つ
く
り
ま
す 

一
歴
史
と
伝
統
を
愛
し 

　
心
豊
か
な
町
を
つ
く
り
ま
す 

一
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み 

　
健
康
で
明
る
い
町
を
つ
く
り
ま
す 

一
知
恵
を
出
し
　
汗
を
流
し 

　
活
力
あ
る
町
を
つ
く
り
ま
す 

一
故
郷
に
誇
り
を
も
ち
　
ふ
れ
あ
い
を 

　
大
切
に
す
る
町
を
つ
く
り
ま
す 

人
が
町
を
つ
く
り 

 

町
が
人
を
つ
く
る 

日高町の頭文字『ひ』を図 
案化したもので、円形は住 
民の融和と団結を表し、上 
部の翼は町の飛躍、発展を 

象徴しています。 
 

2004年5月号 

［第127号］ 

 人　口  　7,596人 

　男　  　 3,630人 

　女  　　 3,966人 

世帯数  　 2,509戸 

編集発行 日高町役場 

 　 0738-63-2051㈹ 

平成16年 3月31日現在 
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“ホッとタウン・ひだか”

県支出金 
541,988（11.8％） 
 
 

国庫支出金 
315,280（6.9％） 

　地方 
　 交付税 
1,336,114 
（29.1％） 
 

町　税 
574,837 
（12.5％） 

繰入金 
920,423 
（20.1％） 

自主財源 
1,670,030（36.5％） 依存財源 

2,917,984 
（63.5％） 

  町　債 
 595,800 
（13.0％） 
 

地方譲与税            
利子割交付金 
配当割交付金 
株式等譲渡交付金 
地方消費税交付金 
自動車取得税交付金 
地方特例交付金 
交通安全対策交付金 

歳入総額 
4,588,014

消費的経費 
2,114,961 
（46.1％） 

 

投資的経費 
1,552,241 
（33.8％） 

 

人件費 
731,858 
（16.0％） 

 

物件費 
668,607 
（14.6％） 

 

　　補助費等 
492,232 
（10.7％） 

 

扶助費 
208,675（4.5％） 
 予備費 

4,000（0.1％） 

積立金 
101,200（2.2％） 
 

災害復旧費 
47,573（1.0％） 
 公債費 

496,614 
（10.8％） 
 繰出金 

318,998 
（7.0％） 
 

　　普通建設 
　事業費 
1,504,668 
（32.8％） 
 

歳出総額 
4,588,014

総務費 
683,489 
（14.9％） 
 

民生費 
1,169,754 
（25.5％） 
 

衛生費 
328,448 
（7.2％） 
 

農林水産業費 
709,488 
（15.5％） 

商工費 
92,507（2.0％） 
 

土木費 
575,693 
（12.5％） 
 

消防費 
129,424（2.8％） 
 

公債費 
496,614 
（10.8％） 
 

議会費 
82,669（1.8％） 
 

予備費 
4,000（0.1％） 
 

災害復旧費 
47,673（1.0％） 
 

歳出総額 
4,588,014

教育費 
268,255（5.9％） 

維持補修費 
13,589（0.3％） 

性質別内訳 

目的別内訳 

42,000（0.9％） 
6,000（0.1％） 
1（0.0％） 
1（0.0％） 

40,000（0.9％） 
20,000（0.4％） 
20,000（0.4％） 
800（0.0％） 

分担金・負担金 
使用料・手数料 
財　産　収　入 
寄　　附　　金 
繰　　越　　金 
諸　　収　　入 

81,397（1.8％） 
62,270（1.4％） 
3,263（0.1％） 
1（0.0％） 

20,000（0.4％） 
7,839（0.2％） 

豊かでうるおいのあるまち

 特  別  会  計 

予  　算　  額会 　  計　    名

７億９，６３６万４千円簡 易 水 道 事 業

９億４，４６６万７千円下 水 道 事 業

３億２，１３５万４千円国 民 健 康 保 険

８億５，７９０万５千円老 人 保 健

１，４９４万４千円同和対策住宅新築資金

７３万７千円同和対策宅地取得資金

１９３万８千円指 導 主 事 共 同 設 置

３，６２９万７千円土 地 取 得

４億２，４３３万６千円介 護 保 険

３３億９，８５４万２千円計

平成１６年度  一般会計予算の構成図
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予予予予予予予予算算算算算算算算総総総総総総総総額額額額額額額額予算総額 ７９億８,６５５万６千円

人 と 自 然 が 共 生 し

農林水産業 ･商工業 ･観光産業の振興下水道事業の推進
16,190◆中山間地域等直接支払関係費…………………678,205◆農業集落排水…………………………………… 
369,700◆農村総合整備……………………………………　( 谷口・小池・下志賀・萩原・荊木・高家）

　荊木･萩原 (ほ場整備 10.9ha、集落道L=400m)83,325◆浄化槽市町村整備推進 ( 原谷他 )………………
1,666◆農作物鳥獣害防止対策 ( 電気柵 )………………11,406◆浄化槽設置整備事業費補助金…………………
71,620◆漁港施設整備……………………………………福祉施策の充実

　田杭漁港 (係船柱設置 )、小浦漁港 (便所新築 )424,336◆介護保険事業関係費……………………………
　産湯漁港 ( 樋門設計 )3,642◆ホームヘルプサービス事業委託………………

11,375◆海水殺菌処理装置設置 ( 阿尾 )…………………6,381◆在宅介護支援センター事業委託……………… 
8,500◆水産基盤整備 [ 県営 ]( 阿尾漁港 )……………… 4,531◆独居老人緊急時支援委託………………………
13,500◆港湾改良 [ 県営 ]( 柏 )……………………………13,141◆デイサービス事業委託…………………………
13,400◆商工業の振興……………………………………5,733◆老人福祉行事関係費……………………………

　町商工会補助・まちおこし事業補助・クエフェア等115,971◆身体障害者福祉関係費…………………………
11,062◆観光の振興………………………………………14,721◆乳幼児医療費の無料化…………………………
5,230◆緊急雇用対策……………………………………192,618◆保育所運営費……………………………………

　広葉樹林等森林環境整備、西山周辺環境保全、241,584◆志賀保育所整備事業…………………………… 
　比井崎海岸美化整備8,531◆ひとり親家庭等関係費…………………………

地籍調査事業の推進防災・安全対策
143,691◆原谷･中志賀･下志賀･比井地区 ………………2,851◆消防施設整備……………………………………

　(516ha：2,892 筆 ) 　( 避難誘導灯・海抜表示板 ) 
3,800◆津波避難ハザードマップ作成…………………

温泉館「海の里」運営800◆備蓄用品 (乾パン ･水もどし餅）………………
65,201◆温泉館｢海の里｣関係費…………………………25,125◆ため池整備〔県営〕…………………………… 

　( 上志賀口池・大池 )
保健・医療の充実3,000◆急傾斜地崩壊対策 [ 県営 ]( 池田 )………………

27,820◆保健事業委託費…………………………………400◆特殊急傾斜地崩壊対策 [ 県営 ]( 阿尾 )…………
3,186◆救急医療・休日急患関係費……………………97,844◆日高広域消防事務組合負担金…………………
15,321◆国保日高総合病院負担金………………………3,500◆交通安全施設……………………………………

　( ガードレール、カーブミラー、防犯灯 )
教育・文化の振興道路交通網の整備

58,532◆給食設備関係費…………………………………480,060◆町道改良整備……………………………………
730◆比井小学校電灯吊り下げ書棚設置……………　鹿ケ瀬線 ( 原谷 )、荊木中央線 ( 荊木 )、
1,129◆消防関係設備改修 ( 志賀・日高中 )……………　誕生院線 ( 久志 )、下志賀１号線（下志賀）、
1,754◆志賀保健室改修…………………………………　高家下志賀線 ( 高家 ･下志賀 )
465◆中学校パソコン教室電源増設…………………8,756◆県道整備 [ 県営事業負担金 ]……………………
1,290◆中学校教室カーテン取替………………………　御坊由良線 ･御坊湯浅線
764◆パソコン教室……………………………………水道事業の推進
4,627◆外国青年招致関係費……………………………610,596◆浄水場増設………………………………………
991◆人づくりまちづくり関係費……………………52,100◆水道管布設・移設……………………………… 
124◆通学合宿事業……………………………………　( 原谷、比井、萩原、荊木、下志賀、小池 ) 
1,519◆人権啓発事業……………………………………6,100◆量水器取替………………………………………

　( 上志賀、久志、産湯、阿尾 ) 
コミュニティ活動ゴミ処理・衛生環境

2,500◆コミュニティ助成 ( 祭備品 )……………………5,400◆資源ごみ集団回収補助金………………………
12,922◆指定ごみ収集袋等関係費………………………

情報公開・保護27,228◆不燃物・可燃物・粗大ゴミ収集………………
840◆個人情報保護関係………………………………720◆ペットボトル回収………………………………

2,200◆不法投棄対策ゴミ処理 ( 緊急雇用対策 )………
記　念　行　事105,684◆清掃センター負担金……………………………

2,742◆町制施行５０周年事業関係……………………43,074◆クリーンセンター負担金………………………
11,586◆斎場関係費………………………………………

（単位：千円）
平成１６年度主要施策
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平
成
十
六
年
度
予
算
並
び
に
関

係
諸
議
案
を
ご
審
議
い
た
だ
く
の

に
先
立
ち
、
新
年
度
に
向
か
う
私

の
所
信
と
施
策
の
大
要
を
申
し
述

べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
議
員
の
皆

様
と
町
民
の
皆
さ
ん
に
一
層
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
す

次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
十
六
年
は
、
町
制
施
行
五

十
周
年
の
節
目
の
年
で
あ
り
ま
す
。

　

昭
和
二
十
九
年
十
月
一
日
に
旧

内
原
村
・
旧
志
賀
村
・
旧
比
井
崎

村
の
三
村
合
併
で
人
口
九
千
六
十

八
名
、
戸
数
千
八
百
四
十
四
戸
で

日
高
町
と
し
て
前
途
洋
々
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
本
町

が
歩
ん
で
き
た
五
十
年
の
道
の
り

は
、
決
し
て
平
坦
な
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

伊
勢
湾
台
風
・
第
二
室
戸
台
風

な
ど
の
大
き
な
災
害
に
も
見
舞
わ

れ
、
様
々
な
困
難
に
遭
遇
し
な
が

ら
も
、
そ
れ
ら
を
乗
り
越
え
、
豊

か
な
環
境
を
守
り
、
発
展
し
続
け

て
き
た
の
は
、
私
た
ち
の
暮
ら
す

町
を
よ
り
良
く
し
て
い
こ
う
と
い

う
町
民
皆
様
方
の
活
力
の
賜
で

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

町
制
施
行
十
周
年
に
は
、
新
庁

舎
で
の
記
念
式
典
、
二
十
周
年
に

は
第
一
回
町
民
運
動
会
、
三
十
周

年
に
は
町
の
木
「
あ
こ
う
」、
町

の
花
「
萩
」
を
制
定
、
四
十
周
年

に
は
町
民
憲
章
の
制
定
と
町
民
運

動
会
を
開
催
す
る
な
ど
各
節
目
の

年
に
は
、
町
を
挙
げ
て
お
祝
い
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

五
十
周
年
を
迎
え
る
本
年
は
、

記
念
式
典
や
行
事
を
開
催
し
、
町

民
皆
様
と
と
も
に
お
祝
い
す
る
の

が
本
意
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
直

面
す
る
合
併
問
題
や
、
行
財
政
等

を
考
慮
し
、
記
念
講
演
と
五
十
周

年
冊
子
の
制
作
に
留
め
ま
し
た
。

　

こ
の
冊
子
は
、
内
原
、
志
賀
、

比
井
崎
の
三
村
が
合
併
し
た
昭
和

二
十
九
年
か
ら
今
日
ま
で
の
日
高

町
の
歩
み
を
ま
と
め
た
も
の
で
、

五
十
周
年
を
迎
え
る
本
年
十
月
に

町
民
の
皆
様
に
配
布
い
た
し
た
く

準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
国
と
地
方
の
税
財
政
を

見
直
す
三
位
一
体
の
改
革
に
伴
い
、

初
年
度
と
な
る
平
成
十
六
年
度
は
、

地
方
交
付
税
な
ど
の
大
幅
な
削
減

に
加
え
、
景
気
の
低
迷
に
よ
る
税

収
減
が
重
な
り
、
地
方
に
と
っ
て

は
近
年
に
も
増
し
て
厳
し
い
予
算

編
成
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
十
六
年
度
の
国
の
地
方
交

付
税
総
額
は
、
十
六
兆
八
千
八
百

六
十
一
億
円
と
前
年
度
比
六
・
五

％
減
と
な
り
、
ま
た
、
国
庫
補
助

負
担
金
の
廃
止
・
縮
減
に
よ
り
、

平
成
十
八
年
度
ま
で
に
約
四
兆
円

の
削
減
が
計
画
さ
れ
て
お
り
、
初

年
度
で
は
、
そ
の
内
一
兆
円
が
削

減
さ
れ
ま
す
。

　

更
に
、
地
方
交
付
税
の
削
減
に

伴
っ
て
発
行
さ
れ
て
き
た
赤
字
地

方
債
で
あ
る
臨
時
財
政
対
策
債
も

前
年
度
比
二
十
八
・
六
％
減
と
大

幅
に
削
減
さ
れ
る
一
方
で
、
所
得

税
か
ら
地
方
住
民
税
へ
の
本
格
的

な
税
源
移
譲
の
た
め
暫
定
的
に
設

け
ら
れ
る
所
得
譲
与
税
は
、
人
口

を
基
準
に
割
り
振
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
地
方
に
と
っ
て
は
、
交
付
金

と
実
体
的
に
変
わ
る
も
の
で
は
な

い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
数
値
を
基
に
当
町
の

町
民
の
幸
せ
と 

安
心
で
豊
か
に
暮
ら
せ
る 

ま
ち
づ
く
り 

町
民
の
幸
せ
と 

安
心
で
豊
か
に
暮
ら
せ
る 

ま
ち
づ
く
り 

施
政
方
針 

日高町長　中　善夫

試
算
で
は
、
平
成
十
六
年
度
に
お

い
て
、
地
方
交
付
税
な
ど
で
、
約

一
億
九
千
万
円
程
度
、
前
年
度
比

十
・
三
％
程
度
の
減
と
試
算
し
て

お
り
、
大
幅
な
財
源
不
足
を
生
ず

る
こ
と
か
ら
、
町
民
の
皆
様
に
直

結
す
る
町
単
独
補
助
制
度
の
廃
止

を
含
め
た
見
直
し
や
、
町
単
独
公

共
事
業
の
縮
減
、
行
政
事
務
の
節

減
な
ど
厳
し
い
財
政
事
情
を
乗
り

切
る
た
め
の
方
策
を
講
じ
ま
し
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
公
約
に
掲
げ
た

老
人
ホ
ー
ム
の
誘
致
や
志
賀
保
育

所
の
増
改
築
、
学
校
給
食
へ
の
取

り
組
み
、
上
下
水
道
事
業
の
推
進

等
々
諸
施
策
実
行
の
た
め
、
将
来

に
与
え
る
影
響
を
最
小
限
に
抑
制

し
つ
つ
、
基
金
の
有
効
活
用
に
よ

り
対
応
を
行
い
、
住
民
の
皆
様
が

安
心
し
て
豊
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
、
予
算
編
成
を

行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
一
般
会
計
予
算
規

模
は
、
四
十
五
億
八
千
八
百
一
万

四
千
円
、
対
前
年
度
比
二
十
四
・

○
％
の
増
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

簡
易
水
道
事
業
、
下
水
道
事
業
、

国
民
健
康
保
険
、
老
人
保
健
、
同

和
対
策
住
宅
新
築
資
金
、
同
和
対

策
宅
地
取
得
資
金
、
指
導
主
事
共

同
設
置
、
土
地
取
得
、
介
護
保
険

の
九
つ
の
特
別
会
計
予
算
総
額
は
、

三
十
三
億
九
千
八
百
五
十
四
万
二

千
円
で
、
対
前
年
度
比
十
・
九
％

の
増
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
平
成
十
六
年
度
予

算
に
盛
り
込
み
ま
し
た
施
策
の
概

要
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

少
子
・
高
齢
化
の
進
む
中
、
現

在
の
福
祉
施
策
な
ど
を
持
続
的
、

安
定
的
に
続
け
て
い
く
た
め
に
は
、

自
主
財
源
が
乏
し
く
国
や
県
な
ど

へ
の
依
存
財
源
の
多
い
当
町
と
い

た
し
ま
し
て
は
、
合
併
は
行
政
基

盤
の
強
化
を
図
る
上
に
お
い
て
、

最
も
重
要
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

平
成
十
五
年
十
二
月
に
法
定
合

併
協
議
会
が
設
立
さ
れ
、
今
日
ま

で
二
回
の
協
議
会
が
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
重
要
課
題
に
対

す
る
二
つ
の
小
委
員
会
も
立
ち
上

げ
ら
れ
、
重
要
項
目
に
つ
い
て
、

協
議
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
が
、
当
町
に
と
り
ま
し
て

問
題
と
な
る
の
が
、
水
道
料
金
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

現
在
、
膜
処
理
等
の
た
め
萩
原

浄
水
場
の
増
設
工
事
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
の
計
画
当

初
は
、
平
成
二
十
年
を
目
処
に
料

金
改
正
を
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

現
在
の
水
道
料
金
は
、
平
成
元

年
の
消
費
税
導
入
に
合
わ
せ
、
改

正
し
た
も
の
で
、
そ
の
後
、
消
費

市
町
村
合
併
に
つ
い
て
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税
の
税
率
改
正
に
伴
う
改
正
は

行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
実
質
、
十

五
年
間
、
料
金
を
据
え
置
い
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

平
成
十
七
年
度
に
は
、
膜
処
理

施
設
も
完
成
し
、
簡
易
水
道
か
ら

上
水
道
に
移
行
す
る
こ
と
か
ら
、

独
立
採
算
性
の
企
業
会
計
に
移
行

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

計
画
当
初
は
、
一
般
会
計
か
ら

の
繰
り
入
れ
に
よ
り
水
道
基
金
の

増
額
を
行
い
、
平
成
二
十
年
ま
で

は
、
現
行
料
金
を
維
持
し
、
住
民

負
担
の
軽
減
に
努
め
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
本
年
度
か
ら

始
ま
る
国
の
三
位
一
体
の
改
革
は
、

地
方
交
付
税
や
補
助
金
の
削
減
な

ど
、
町
財
政
に
及
ぼ
す
影
響
が
予

想
以
上
に
厳
し
く
、
他
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
も
、
予
算
の

縮
減
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
の

が
実
情
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
美
浜
町
、
由

良
町
と
の
合
併
協
議
が
、
本
町
の

水
道
料
金
の
問
題
で
停
滞
し
て
お

り
、
本
町
の
考
え
を
こ
れ
以
上
主

張
す
る
こ
と
は
、
住
民
の
皆
様
の

望
ま
れ
て
い
る
三
町
合
併
に
多
大

の
支
障
を
及
ぼ
し
か
ね
ず
、
ひ
い

て
は
三
町
の
将
来
に
与
え
る
影
響

も
大
き
い
こ
と
か
ら
、
平
成
十
六

年
度
は
、
水
道
料
金
の
改
正
に
向

け
、
早
急
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
時
期
に
来
て
い
る
も
の

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

合
併
特
例
法
の
法
期
限
ま
で
残

さ
れ
た
期
間
も
後
一
年
に
差
し

迫
っ
た
本
年
度
は
、
進
む
べ
き
方

向
を
定
め
る
年
と
位
置
づ
け
、
こ

の
地
に
住
み
続
け
る
こ
と
に
誇
り

と
希
望
の
も
て
る
町
づ
く
り
を
皆

様
と
と
も
に
一
刻
も
早
く
進
め
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
に
つ
き
ま
し
て
は
、

全
国
的
に
も
急
激
な
高
齢
化
と
要

介
護
老
人
の
増
加
が
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た

現
状
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
当
町

と
い
た
し
ま
し
て
は
、
日
高
町
社

会
福
祉
協
議
会
及
び
社
会
福
祉
法

人
博
愛
会
と
の
連
携
を
密
に
し
、

高
齢
者
の
方
々
が
住
み
慣
れ
た
故

郷
、
日
高
町
で
充
分
な
介
護
が
受

け
ら
れ
る
環
境
の
整
備
に
向
け
、

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
度
に
お
い
て
は
、
博
愛
会

が
阿
尾
地
区
に
お
い
て
建
設
中
の

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
ひ
だ
か

博
愛
園
み
ち
し
お
」
が
完
成
し
、

入
所
者
の
受
付
を
開
始
す
る
予
定

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
本

施
設
の
建
設
に
あ
わ
せ
、
当
町
と

し
て
施
設
の
近
隣
区
画
に
約
千
百

健
や
か
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
町
づ
く
り

平
方
メ
ー
ト
ル
の
緑
地
を
整
備
し
、

周
辺
住
民
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
を

設
け
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
予
防
の
観
点
か
ら

は
、
多
様
化
す
る
高
齢
者
の
ニ
ー

ズ
に
迅
速
に
対
応
し
、
高
齢
者
の

生
き
が
い
対
策
や
介
護
予
防
事
業

を
一
体
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
に
、
高
齢
者
の
方
々
の
健
康

保
持
を
促
す
た
め
、
新
規
に
高
齢

者
運
動
指
導
事
業
を
導
入
す
る
と

と
も
に
、
昨
年
度
か
ら
実
施
し
て

お
り
ま
す
寝
具
類
等
乾
燥
消
毒

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
な
ど
一
層
の
充

実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
障
害
者
福
祉
で
あ
り
ま

す
が
、
福
祉
を
取
り
巻
く
社
会
経

済
情
勢
が
大
き
く
変
化
し
つ
つ
あ

る
中
で
、
障
害
者
の
方
々
が
、
自

立
し
希
望
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、

障
害
者
の
方
々
が
生
き
が
い
を

持
っ
て
働
け
る
作
業
所
の
誘
致
に

積
極
的
に
取
り
組
み
、
ま
た
在
宅

支
援
や
社
会
復
帰
を
促
す
施
策
の

充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
児
童
福
祉
に
つ
い
て
で

あ
り
ま
す
が
、
次
世
代
を
担
う
子

供
達
が
、
社
会
と
保
護
者
の
温
か

い
愛
情
の
中
で
心
身
と
も
に
健
や

か
に
育
ま
れ
る
こ
と
は
、
私
ど
も

の
強
く
願
う
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
少
子
化
の
進

行
や
夫
婦
共
働
き
家
庭
の
一
般
化
、

ま
た
家
庭
や
地
域
の
子
育
て
機
能

の
低
下
な
ど
、
子
供
や
家
庭
を
取

り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て

ひだか博愛園みちしお　完成予想図
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き
て
お
り
、
と
り
わ
け
保
育
や
育

児
に
関
す
る
不
安
や
悩
み
を
抱
え

る
保
護
者
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
当
町

と
い
た
し
ま
し
て
も
、
今
後
の
子

育
て
支
援
と
し
て
０
歳
児
か
ら
の

乳
幼
児
保
育
の
実
施
に
向
け
、
昨

年
の
実
施
設
計
に
引
き
続
き
、
今

後
の
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
中
心
的
施

設
と
し
て
志
賀
保
育
所
の
増
改
築

工
事
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
十
三
年
度
か
ら
実

施
し
ま
し
た
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

等
の
購
入
費
の
助
成
で
あ
り
ま
す

新
生
児
出
産
報
償
金
に
つ
き
ま
し

て
は
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着

用
も
普
及
し
つ
つ
あ
る
現
状
か
ら

所
期
の
目
的
が
達
成
さ
れ
た
も
の

と
考
え
、
本
制
度
に
つ
い
て
は
廃

止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

青
少
年
が
健
や
か
に
育
つ
た
め

に
は
、
家
庭
・
学
校
・
地
域
社
会

の
一
体
化
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

家
庭
は
親
子
等
を
中
心
と
し
た
人

間
関
係
を
、
学
校
は
同
年
齢
の
児

童
生
徒
を
中
心
に
、
そ
し
て
地
域

は
様
々
な
立
場
の
多
く
の
人
々
が

共
に
支
え
合
い
、
つ
な
が
り
あ
う

場
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
特
性
と
役

割
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
三
者
が

一
体
と
な
っ
た
組
織
的
な
活
動
を

展
開
す
る
こ
と
は
、
人
権
を
大
切

に
す
る
上
で
重
要
な
要
素
だ
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

新
し
い
学
習
指
導
要
領
の
も
と

で
、
地
域
も
教
室
と
し
て
「
生
き

る
力
」
を
身
に
つ
け
る
な
ど
学
び

の
ス
タ
イ
ル
が
大
き
く
変
革
し
て

い
る
今
、
既
設
の
「
教
育
推
進
協

議
会
」
や
関
係
各
位
の
ご
協
力
・

ご
支
援
を
賜
り
な
が
ら
更
な
る
推

進
に
対
応
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

さ
て
、
昨
年
表
明
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
学
校
給
食
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
実
施
に
向
け
て
必
要
な
施
設

整
備
を
行
う
こ
と
と
い
た
し
ま
し

た
。
ま
た
、
保
護
者
方
々
の
ニ
ー

ズ
に
お
応
え
な
す
べ
き
詳
細
計
画

を
教
育
委
員
会
に
依
頼
し
て
お
り
、

で
き
れ
ば
本
年
の
秋
頃
よ
り
と
考

え
て
い
る
所
存
で
す
。

　

近
年
、
中
学
生
に
よ
る
憂
慮
す

べ
き
問
題
が
続
発
し
、
社
会
問
題

化
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の

要
因
の
一
つ
と
し
て
生
徒
た
ち
に

悩
み
、
不
安
、
ス
ト
レ
ス
等
が
た

ま
っ
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま

す
。
こ
の
た
め
、
生
徒
が
悩
み
等

を
気
軽
に
話
せ
、
心
を
や
わ
ら
げ

る
こ
と
の
で
き
る
第
三
者
的
な
存

在
と
な
り
得
る
、
い
わ
ゆ
る
「
心

の
教
室
相
談
員
」
を
県
か
ら
配
置

さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
平
成
十

五
年
度
末
を
も
っ
て
打
ち
き
り
と

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
相

談
員
が
果
た
す
役
割
に
は
大
き
な

も
の
が
あ
り
、
現
に
こ
の
教
室
を

必
要
と
し
て
い
る
生
徒
が
い
ま
す
。

　

町
と
し
て
こ
の
指
導
形
態
を
継

続
し
て
、
相
談
員
を
生
徒
の
身
近

に
配
置
し
、
心
の
ゆ
と
り
を
持
て

る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
を
行
い
ま

す
。

　

ま
た
、
犯
罪
や
暴
力
か
ら
児
童

を
守
る
た
め
登
下
校
時
に
お
い
て

は
、
集
団
で
行
動
す
る
よ
う
指
導

し
て
お
り
ま
す
が
、
新
た
に
小
学

校
一
・
二
年
生
を
対
象
に
安
全
確

保
の
た
め
に
護
身
用
具
防
犯
ブ

ザ
ー
を
配
布
い
た
し
ま
す
。

　

社
会
教
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、

学
校
週
五
日
制
に
対
応
し
、
子
供

達
の
心
を
豊
か
に
育
む
た
め
、
野

外
自
然
体
験
や
生
活
体
験
事
業
な

ど
を
積
極
的
に
推
し
進
め
、
種
々

体
験
活
動
の
推
進
と
場
の
提
供
に

努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
も
町
民
の
皆
様

や
児
童
を
対
象
に
パ
ソ
コ
ン
操
作

の
基
礎
、
基
本
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
操
作
方
法
を
習
得
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
Ｉ
Ｔ
教
習
会
を
開
催

し
、
多
く
の
方
々
が
受
講
さ
れ
、

喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
更
な

る
充
実
化
を
図
り
継
続
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

学
校
教
育
並
び
に
社
会
教
育
の

向
上
は
、
我
が
日
高
町
の
将
来
を

方
向
付
け
る
上
に
お
い
て
極
め
て

重
要
な
課
題
で
も
ご
ざ
い
ま
す
。

豊
か
な
人
間
性
を
育
め
る
よ
う
更

な
る
教
育
の
推
進
と
充
実
に
努
め

て
い
く
所
存
で
す
。

志賀保育所（増改築）完成予想図志賀保育所（増改築）完成予想図

教
育
関
係
の
整
備
充
実

堺市・日高町少年交歓会堺市・日高町少年交歓会
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国
に
お
い
て
は
、
昨
年
七
月
に

東
南
海
・
南
海
地
震
対
策
特
別
措

置
法
が
制
定
さ
れ
、
十
二
月
に
は

東
南
海
・
南
海
地
震
防
災
対
策
推

進
地
域
の
指
定
及
び
東
南
海
・
南

海
地
震
対
策
大
綱
が
決
定
さ
れ
、

和
歌
山
県
に
お
い
て
も
全
市
町
村

が
指
定
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
町
民

皆
様
方
の
防
災
意
識
の
高
揚
を
図

る
た
め
に
全
世
帯
に
防
災
冊
子
を

配
布
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
自
ら
の
地
域
は
自
ら
が

守
る
」
自
主
防
災
組
織
の
育
成
に

向
け
県
及
び
日
高
広
域
消
防
本
部

の
ご
協
力
の
も
と
、
地
震
津
波
対

策
研
修
会
、
初
期
消
火
訓
練
等
を

地
区
毎
に
実
施
し
、
地
域
の
方
々

に
十
分
な
ご
理
解
を
い
た
だ
き
な

が
ら
結
成
に
向
け
て
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

被
害
が
大
き
い
と
さ
れ
る
津
波

対
策
で
は
、
昨
年
度
策
定
し
た
津

波
避
難
計
画
書
に
基
づ
き
、「
現
在

の
お
か
れ
た
状
況
の
中
で
い
か
に

安
全
に
避
難
す
る
か
」
を
最
重
要

課
題
と
捉
え
、
海
岸
地
区
全
世
帯

に
、
津
波
浸
水
予
想
地
域
・
避
難

経
路
・
避
難
場
所
等
を
記
載
し
た

津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
配
布
し
、

津
波
避
難
訓
練
等
を
通
じ
て
津
波

発
生
時
に
迅
速
な
避
難
が
で
き
る

よ
う
に
推
進
い
た
し
ま
す
。
さ
ら

に
は
、
海
岸
地
区
に
避
難
誘
導
灯
、

海
抜
表
示
板
を
設
置
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
地
震
防

災
対
策
に
つ
い
て
住
民
の
皆
様
と

行
政
が
一
体
と
な
っ
て
計
画
的
且

つ
効
果
的
に
実
施
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
農
地
防
災
事
業
と
し
て
、

た
め
池
等
整
備
事
業
に
よ
り
上
志

賀
地
区
口
池
の
工
事
継
続
及
び
大

池
の
工
事
着
手
を
進
め
る
ほ
か
、

住
民
の
財
産
及
び
人
命
の
安
全
対

策
を
目
的
と
し
た
治
水
砂
防
事
業

と
し
て
、
池
田
地
区
の
急
傾
斜
地

崩
壊
対
策
事
業
に
着
手
し
ま
す
。

　

近
年
、
生
活
様
式
の
多
様
化
に

と
も
な
い
水
の
需
要
も
一
段
と
増

加
す
る
中
、
安
定
し
た
原
水
の
確

保
と
、
安
全
で
良
質
な
水
を
長
期

的
に
供
給
す
る
こ
と
は
、
私
た
ち

の
生
活
と
産
業
を
支
え
る
上
で
極

め
て
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
度
よ
り

着
手
し
ま
し
た
萩
原
浄
水
場
増
設

工
事
は
、
膜
処
理
棟
等
の
完
成
に

よ
り
ま
し
て
五
十
％
の
進
捗
率
と

な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
本
年
も
引

き
続
き
工
事
を
実
施
し
、
平
成
十

七
年
二
月
に
完
成
す
る
予
定
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
下
水
道
事
業
及
び
道
路

改
良
工
事
に
よ
る
水
道
管
移
設
工

事
の
ほ
か
に
、
比
井
鉄
工
所
付
近
、

町
道
北
出
一
号
線
に
お
い
て
漏
水

が
頻
繁
に
発
生
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
現
場
の
状
況
を
考
慮
し
別

ル
ー
ト
で
配
管
す
る
こ
と
に
よ
り
、

漏
水
に
よ
る
被
害
を
軽
減
す
る
た

め
水
道
管
布
設
工
事
を
行
い
ま
す
。

　

今
後
も
水
道
施
設
の
整
備
充
実

と
管
理
体
制
を
確
立
し
、
よ
り
安

全
で
安
定
し
た
水
を
供
給
で
き
る

よ
う
、
な
お
一
層
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

環
境
問
題
が
一
段
と
厳
し
く
、

大
き
な
問
題
と
な
り
つ
つ
あ
る
今

日
、
特
に
生
活
雑
排
水
に
よ
る
水

質
汚
濁
が
、
河
川
や
海
に
様
々
な

悪
影
響
を
お
よ
ぼ
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
公
共
用
水
域
の

水
質
保
全
を
図
り
、
快
適
で
衛
生

的
な
生
活
環
境
を
築
く
た
め
、
下

水
道
事
業
の
推
進
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
事

業
や
、
漁
業
集
落
環
境
整
備
事
業

に
よ
り
、
下
水
処
理
場
が
完
成
し
、

順
次
、
各
家
庭
と
の
接
続
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
漁
村
部
に
お
け

る
供
用
開
始
に
よ
り
、
町
内
全
域

に
お
け
る
生
活
排
水
処
理
率
は
四

十
％
に
達
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
浄
化
槽
市
町
村
整
備
推

進
事
業
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き

原
谷
・
萩
原
地
区
の
合
併
処
理
浄

化
槽
の
設
置
に
よ
る
面
的
整
備
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
集
落
排
水
事
業
に

よ
り
、
谷
口
・
小
池
処
理
区
に
つ

い
て
は
、
前
年
度
よ
り
下
水
処
理

場
の
着
手
を
行
い
現
在
処
理
場
下

部
の
完
成
に
よ
り
約
二
十
五
％
の

進
捗
を
み
て
お
り
、
本
年
十
二
月

末
に
は
完
成
の
見
込
み
で
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
管
路
工
事
に
つ
い
て

も
、
内
原
東
処
理
区
と
と
も
に
工

事
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
個
別
型
で
あ
る
浄
化
槽
設

置
整
備
事
業
は
、
集
合
型
処
理
地

区
の
事
業
採
択
に
と
も
な
い
、
対

象
と
な
る
地
域
が
縮
小
さ
れ
、
設

置
希
望
基
数
が
減
少
し
つ
つ
あ
り

ま
す
が
、
本
年
も
引
き
続
き
事
業

を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

住
民
の
日
常
生
活
や
地
域
経
済
、

防
災
対
策
に
つ
い
て

津波避難計画研修会

安
全
で
安
定
し
た
水
の
供
給

快
適
で
衛
生
的
な
生
活
環

境
下
水
道
事
業
の
推
進

道
路
交
通
網
の
整
備
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社
会
活
動
の
維
持
発
展
に
際
し
、

道
路
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
社

会
資
本
で
あ
り
、
ま
ち
づ
く
り
の

骨
格
形
成
並
び
に
町
土
の
均
衡
あ

る
発
展
を
図
る
上
か
ら
も
、
住
民

生
活
と
密
着
に
関
連
す
る
生
活
道

路
を
は
じ
め
、
基
幹
交
通
体
系
と

な
る
幹
線
道
路
網
の
整
備
を
計
画

的
に
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

当
町
の
玄
関
口
で
あ
る
国
道
四

十
二
号
線
内
原
駅
前
交
差
点
改
良

工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
一
部
を

除
き
本
年
度
完
成
し
、
交
通
渋
滞

の
緩
和
や
交
通
事
故
の
減
少
に
つ

な
が
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
、
広
川
町
と
と
も
に
進
め

て
ま
い
り
ま
し
た
仮
称
上
津
木
イ

ン
タ
ー
は
、
昨
年
度
よ
り
工
事
着

手
を
行
い
、
本
年
十
二
月
頃
広
川

南
イ
ン
タ
ー
と
し
て
供
用
を
開
始

す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

念
願
の
イ
ン
タ
ー
が
完
成
す
る

こ
と
に
よ
り
、
産
業
・
観
光
道
路

と
し
て
重
要
で
あ
る
県
道
井
関
御

坊
線
の
二
車
線
化
を
強
く
要
望
し

て
い
く
と
と
も
に
、
御
坊
由
良
線

の
田
杭
、
阿
尾
、
産
湯
間
の
測
量

設
計
及
び
工
事
を
昨
年
に
引
き
続

き
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

一
方
、
町
道
関
係
に
つ
き
ま
し

て
は
、
高
家
下
志
賀
線
他
継
続
四

線
に
、
新
規
路
線
で
あ
る
高
家
西

線
を
加
え
、
工
事
、
測
量
設
計
及

び
用
地
買
収
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

最
近
の
食
料
・
農
業
・
農
村
を

取
り
巻
く
情
勢
は
、
輸
入
農
産
物

の
激
増
を
は
じ
め
、
担
い
手
の
減

少
・
耕
作
放
棄
地
の
増
加
な
ど
に

加
え
、
Ｂ
Ｓ
Ｅ
・
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
問
題
な
ど
様
々
な
問
題
に
直

面
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
平
成
十
二
年

度
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
中
山

間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
も
本
年

度
で
終
了
と
な
り
ま
す
が
、
農
地

の
遊
休
化
の
防
止
や
、
多
面
的
機

能
の
増
進
等
を
図
る
た
め
集
落
協

定
が
締
結
さ
れ
て
い
る
農
地
に
お

い
て
は
成
果
が
上
が
っ
て
お
り
、

本
年
度
も
引
き
続
き
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

一
方
、
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作

物
の
被
害
が
依
然
と
し
て
多
発
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
農
作
物
鳥
獣

害
防
止
対
策
事
業
を
導
入
し
、
電

気
柵
等
の
防
止
施
設
設
置
費
用
に

対
し
補
助
を
行
う
ほ
か
、
ア
ラ
イ

グ
マ
捕
獲
箱
の
貸
し
出
し
を
す
る

な
ど
被
害
の
防
止
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

次
に
米
の
生
産
調
整
に
つ
き
ま

し
て
は
、
本
年
度
よ
り
水
田
農
業

構
造
改
革
対
策
事
業
に
よ
り
、
日

高
町
の
生
産
分
は
、
千
六
百
六
十

一
ト
ン
の
配
分
と
な
り
ま
す
。
従

来
の
転
作
面
積
に
換
算
し
ま
す
と
、

個
々
の
農
家
の
耕
作
地
面
積
の
約

三
十
％
が
転
作
と
な
り
ま
す
。
米

生
産
農
家
に
は
、
そ
の
趣
旨
等
を

十
分
に
ご
理
解
い
た
だ
き
、
目
標

の
達
成
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
基
盤
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

大
型
機
械
の
導
入
と
営
農
労
力
節

減
を
図
る
た
め
、
荊
木
・
萩
原
地

区
に
お
い
て
、
農
村
総
合
整
備
事

業
に
よ
り
、
ほ
場
整
備
工
事
と
集

落
道
の
改
良
工
事
を
引
き
続
き
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
も
農
業
情
勢
の
急
速
な
変

化
に
対
応
す
べ
く
、認
定
農
業
者
・

担
い
手
農
家
の
確
保
・
育
成
に
努

め
る
と
と
も
に
、
農
業
者
の
意
識

改
革
・
農
業
所
得
の
向
上
と
効
率

的
か
つ
安
定
的
な
農
業
経
営
の
実

現
に
向
け
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

緊
急
雇
用
対
策
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
今
年
度
新
た
に
比
井
崎

海
岸
美
化
整
備
事
業
に
よ
り
阿
尾

地
区
を
中
心
に
快
適
な
海
岸
環
境

の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
す

で
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
西
山

周
辺
環
境
保
全
事
業
と
広
葉
樹
林

等
環
境
整
備
事
業
に
よ
り
、
逍
遙

の
森
を
含
め
た
西
山
周
辺
の
下
草

刈
を
実
施
し
、
良
好
な
景
観
と
快

適
な
森
林
環
境
の
確
保
に
努
め
雇

用
の
場
の
創
出
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

一
方
水
産
業
の
振
興
に
つ
き
ま

し
て
は
、
資
源
の
減
少
や
漁
場
環

境
の
悪
化
、
漁
業
従
事
者
の
高
齢

化
や
後
継
者
不
足
等
の
問
題
を
は

じ
め
と
し
て
、
近
年
の
食
料
・
食

品
を
取
り
巻
く
情
勢
は
消
費
者
保

護
の
立
場
を
一
層
強
め
て
お
り
、

水
産
物
の
衛
生
管
理
の
重
要
性
が
、

特
に
見
直
さ
れ
て
い
る
現
状
に
あ

り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
か
ら
、
本
年
度

も
水
産
資
源
の
持
続
的
利
用
と
維

持
増
大
に
努
め
る
と
と
も
に
、
阿

尾
漁
港
荷
捌
き
所
に
お
い
て
水
産

物
陸
揚
げ
時
に
使
用
す
る
海
水
を

殺
菌
処
理
し
、
消
費
者
の
皆
様
に

安
全
で
安
心
で
き
る
水
産
物
を
提

供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
水
産
物
の

付
加
価
値
化
、
魚
価
の
安
定
を
図

る
よ
う
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
漁
業
体
験
事
業
を
実
施

し
、
消
費
者
と
漁
業
者
が
交
流
す

る
こ
と
に
よ
り
、
水
産
業
へ
の
関

心
を
高
め
、
水
産
物
の
需
要
拡
大

と
漁
家
所
得
の
向
上
、
沿
岸
漁
業

の
振
興
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
漁
港
の
利
便
性
、
安
全
性

を
目
的
と
す
る
漁
港
事
業
に
つ
き

ま
し
て
は
、
県
営
事
業
に
よ
り
阿

尾
漁
港
の
改
修
と
、
港
湾
事
業
に

て
柏
地
区
の
港
湾
海
岸
環
境
整
備

事
業
を
実
施
す
る
ほ
か
、
漁
港
漁

村
活
性
化
対
策
事
業
に
お
い
て
、

小
浦
地
区
に
公
衆
便
所
を
設
置
い

た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
津
波
対
策
と
し
て
海
岸

事
業
に
よ
り
産
湯
川
、
南
出
川
の

河
口
部
に
水
門
を
設
置
す
る
た
め

の
測
量
設
計
業
務
を
お
こ
な
い
ま

す
。

　

商
工
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て

は
、
例
年
ど
お
り
小
企
業
等
経
営

改
善
資
金
等
を
受
け
た
商
工
業
者

に
対
し
、
そ
の
利
子
の
一
部
を
補

給
し
、
経
営
の
安
定
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

次
に
観
光
に
つ
き
ま
し
て
は
、

本
年
六
月
の
「
紀
伊
山
地
の
霊
場

と
参
詣
道
」
と
し
て
世
界
遺
産
登

録
に
あ
わ
せ
、
観
光
基
盤
整
備
事

業
に
よ
り
、
紀
伊
内
原
駅
前
の
観

光
看
板
を
更
新
す
る
ほ
か
、
散
策

者
の
た
め
の
「
み
ち
し
る
べ
」
と

な
る
よ
う
熊
野
古
道
沿
線
の
道
標

整
備
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
十
月
か
ら
十
二
月
の

三
ヶ
月
間
、
和
歌
山
県
大
型
観
光

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
実
施
さ
れ
る
の

に
伴
い
、
当
町
の
豊
か
な
観
光
資

源
を
全
国
に
情
報
発
信
し
、
誘
客

に
努
め
観
光
産
業
の
振
興
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
温
泉
館
「
海
の
里
」
に

つ
き
ま
し
て
は
、
町
の
拠
点
施
設

と
し
て
誘
客
に
努
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。
本
議
会
に
は
、
指
定
管
理

者
制
度
導
入
に
向
け
関
係
条
例
の

農
林
水
産
業
並
び
に

商

工

業

の

振

興
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改
正
を
上
程
し
、
現
在
、
準
備
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。
今
後
は
、
で
き
る
だ
け
早
い

時
期
に
移
行
で
き
る
よ
う
努
め
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

壮
年
期
の
死
亡
を
減
ら
し
、
健

康
寿
命
の
延
伸
と
生
活
の
質
の
向

上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
策
定
さ

れ
た
「
健
康
日
高　

計
画
」
に
基

２１

づ
き
、
健
康
づ
く
り
イ
ベ
ン
ト
や

指
導
者
育
成
の
た
め
の
研
修
会
の

開
催
、
健
康
づ
く
り
組
織
へ
の
活

動
支
援
、
学
校
と
の
連
携
強
化
等

広
域
的
に
住
民
の
健
康
づ
く
り
に

関
す
る
意
識
の
向
上
及
び
取
り
組

み
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
各
地
区
で
実
施
し
て
い
る

基
本
健
診
・
各
種
が
ん
検
診
に
つ

き
ま
し
て
は
、
胸
部
検
診
を
間
接

撮
影
か
ら
直
接
撮
影
に
す
る
と
と

も
に
、
乳
が
ん
検
診
の
日
程
を
追

加
し
、
併
せ
て
受
診
率
の
向
上
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。　
　
　

　

ま
た
、
乳
幼
児
の
予
防
接
種
に

つ
い
て
は
、
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
沿
っ
て
接
種
を
推
進
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

  
斎
場
に
つ
き
ま
し
て
は
、
温
泉

館
同
様
、
指
定
管
理
者
制
度
導
入

に
向
け
、
関
係
条
例
の
改
正
を
上

程
し
て
お
り
、
本
年
四
月
よ
り
移

行
い
た
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

  
次
に
、
大
量
生
産
、
大
量
消
費

型
の
社
会
が
多
量
に
廃
棄
物
を
生

み
出
し
、
地
球
環
境
に
大
き
な
負

荷
を
か
け
て
お
り
、
そ
の
対
策
・

改
善
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
町

で
は
、
不
法
投
棄
パ
ト
ロ
ー
ル
な

ど
を
実
施
し
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
最
近
、
特
に
ゴ
ミ
の
不
法

投
棄
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

昨
年
度
よ
り
引
き
続
き
緊
急
雇
用

創
出
特
別
基
金
事
業
の
導
入
を
図

り
、
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
の
回
収
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ゴ
ミ
の
集
団
回
収
に
つ

き
ま
し
て
は
、
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
、
回
収
量
も
年
々

増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
住
民

参
加
に
よ
る
環
境
対
策
と
資
源
の

有
効
利
用
を
、
積
極
的
に
支
援
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

土
地
行
政
を
円
滑
に
進
め
て
行

く
上
に
お
い
て
、
地
籍
調
査
事
業

は
、
貴
重
な
財
産
で
あ
る
土
地
の

「みちしるべ」が整備される熊野古道

保
健
衛
生
の
充
実

正
し
い
位
置
、
境
界
、
番
地
、
地

目
、
面
積
を
明
確
化
す
る
極
め
て

重
要
な
役
割
を
し
め
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
五
年
度
の
事
業
着
手
以
来
、

地
籍
調
査
推
進
委
員
並
び
に
各
地

区
委
員
、
関
係
各
位
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
、
一
千
七
百
六
ヘ

ク
タ
ー
ル
、
一
万
七
千
四
百
七
十

七
筆
、
進
捗
率
三
十
七
パ
ー
セ
ン

ト
の
調
査
を
遂
行
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
計
画
は
、
原
谷
、
中

志
賀
、
下
志
賀
、
比
井
地
区
の
一

部
、
農
地
と
宅
地
及
び
山
林
を
含

め
た
総
面
積
五
百
十
六
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
総
筆
数
二
千
八
百
九
十
二
筆

を
対
象
に
事
業
を
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

本
年
度
末
に
は
、
町
全
体
の
約

半
分
の
地
域
を
調
査
完
了
す
る
予

定
で
あ
り
、
平
成
二
十
一
年
度
に

全
域
完
了
の
見
込
み
で
あ
り
ま
す
。

　

日
高
町
に
お
き
ま
し
て
も
、「
よ

り
開
か
れ
た
行
政
の
実
現
」と「
行

政
へ
の
住
民
参
加
の
推
進
」
を
図

る
た
め
、
昨
年
度
か
ら
町
行
政
の

も
つ
公
文
書
に
つ
い
て
情
報
公
開

制
度
の
運
用
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
今
日
の
高
度

情
報
化
社
会
の
進
展
は
様
々
な
情

報
を
大
量
か
つ
迅
速
に
流
通
さ
せ
、

私
た
ち
の
社
会
生
活
に
多
く
の
利

便
性
を
も
た
ら
す
反
面
、
自
分
の

情
報
が
知
ら
な
い
う
ち
に
不
正
な

取
扱
を
さ
れ
る
と
い
っ
た
個
人
の

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
に
対
す
る

関
心
も
高
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

　

個
人
情
報
保
護
制
度
は
町
行
政

の
も
つ
町
民
皆
様
の
個
人
情
報
の

保
護
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
個

人
情
報
を
取
り
扱
う
上
で
の
ル
ー

ル
を
定
め
る
と
と
も
に
、
情
報
公

開
で
は
開
示
さ
れ
な
か
っ
た
自
分

の
個
人
情
報
に
つ
い
て
必
要
に
応

じ
て
開
示
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
、

自
分
の
個
人
情
報
に
誤
り
が
あ
る

場
合
は
訂
正
請
求
が
行
え
る
制
度

で
あ
り
ま
す
。

　

個
人
情
報
保
護
制
度
は
、
皆
様

の
個
人
情
報
を
守
る
た
め
に
大
切

な
制
度
で
、
本
年
十
月
か
ら
実
施

運
用
を
ス
タ
ー
ト
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

以
上
、
本
年
度
の
主
要
施
策
の

一
端
を
申
し
述
べ
ま
し
た
が
、
予

算
の
執
行
に
あ
た
っ
て
は
、
住
民

福
祉
の
向
上
と
町
政
発
展
の
た
め
、

全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

議
員
各
位
、
並
び
に
町
民
の
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
心
か
ら
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
平
成　

年
３
月　

日
議
会
に
て
）

１６

１２

地
籍
調
査
事
業
の
推
進

情
報
公
開
制
度
並
び
に

個
人
情
報
保
護
制
度
の

導
入
に
つ
い
て
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　日高町内で、各家庭へ水道管の引込工事を行う場合は、日高町指定給水装置工事事業者により
施工しなければなりません。
　水道の新規加入や移設等の工事の時は、次の指定業者を通じて上下水道課（��６３ -３８０５）まで申
請してください。

水道工事は日高町指定給水装置工事事業者へ 水道工事は日高町指定給水装置工事事業者へ 水道工事は日高町指定給水装置工事事業者へ 

美 浜 町御 坊 市日 高 町
０７３８-２２-０４６６谷村住設建材店０７３８-２２-０７７４林ポンプ店０７３８-６４-２６７６㈱西組
０７３８-２２-９１７０森本設備０７３８-２２-０８４２伊藤忠エネクスホームライフ紀州（株）０７３８-６３-２３９０㈱稲垣工務店

有 田 市０７３８-２２-７６５７武内水道０７３８-６３-３１２７㈱�山工業
０７３７-８８-７５７４矢ビツ水道０７３８-２２-１６２２藤並設備０７３８-６３-２５２４㈱濱口設備工業

上 富 田 町０７３８-２２-０５３５㈱森商店０７３８-６４-２６０２㈱中村建設
０７３９-４７-４９８５㈱上地設備工業０７３８-２２-８７９２木本設備０７３８-６３-２１７２高見組

広 川 町０７３８-２２-２６９３みのるポンプ０７３８-６３-２１０４㈱神田建設
０７３７-６３-２２４８㈱ワカノ０７３８-２２-４５５１大谷住設０７３８-６４-２４６７澤設備工業

貴 志 川 町０７３８-２２-１１３３原出住設０７３８-６３-３６２９三洋建設㈱
０７３６-６４-４７０２㈱ナカニシ機工０７３８-２２-６５２２浦野設備０７３８-６３-２８４１㈲大正建設

吉 備 町０７３８-２３-１２３３西�住設０７３８-６３-２７９９太始建設
０７３７-５２-４５０８山尾設備印 南 町０７３８-６３-２２８６辻本水道
０７３７-５２-３９７６花田設備０７３８-４２-０２３３㈱第一電工０７３８-６３-３８６７バンカー住宅㈱

和 歌 山 市０７３８-４５-０１３６くぼ設備御 坊 市
０７３-４５１-０２５５㈱小畑住宅設備０７３８-４４-００３４堀尾電設０７３８-２２-２９４６ワカヤマ設備
０７３-４７１-５０４５有田住宅設備㈱０７３８-４３-８０３０久保井設備０７３８-２２-６０４１㈱日高設備

岩 出 町川 辺 町０７３８-２２-１４４９㈱小水電機商会
０７３-６６９-２３３０オーヤシマ㈱０７３８-５２-０８０７山本設備０７３８-２９-２４２０興和工業

田 辺 市０７３８-５３-０６３８タニモト設備０７３８-２２-４８９８㈱コバタ
０７３９-２４-２２１２㈱ナカシゲ由 良 町０７３８-２２-８２１１紀南電設㈱
０７３９-８１-３３１１㈱紀の国設備０７３８-６５-３８３０山名水道設備商会０７３８-２３-３０７３㈱一伸
０７３９-２４-８５２４㈱津村商会美 浜 町０７３８-２２-６５７５楠見水道工事店

湯 浅 町０７３８-２３-１９７０楠山設備０７３８-２２-４１００㈱鈴木
０７３７-６３-０２７２シベ設備工業所０７３８-２３-４９６０沢越電気０７３８-２２-３６４９高田ポンプ商会

下 津 町０７３８-２２-１８１０㈲志賀電機商会０７３８-２２-１１９５熊谷水道工事店
０７３-４９２-５５５１㈲中家管工業０７３８-６２-２８４８ナガイ水道０７３８-２９-２０４８辻工業所

０７３８-２２-６７６７若野管工０７３８-２２-４１８８㈱池永

日高町指定給水装置工事事業者 （平成１６年４月１日現在）

平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平
成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成

年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度
宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝
くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく
じじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじ
助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助
成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成
事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事
業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業

平
成　

年
度
宝
く
じ
助
成
事
業

１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５１５

柏柏柏柏柏柏柏柏柏柏柏柏柏柏柏柏柏柏柏柏柏柏柏柏柏柏柏柏柏柏柏柏柏柏柏柏柏柏柏柏柏柏柏柏柏柏柏柏柏柏
ココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココ
ミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミ
ュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュ
ニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニ
テテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテ
ィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィ
セセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
タタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
完完完完完完完完完完完完完完完完完完完完完完完完完完完完完完完完完完完完完完完完完完完完完完完完完完
成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成

柏
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
完
成

　

柏
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
、

平
成　

年
度
宝
く
じ
助
成
事
業
と

１５

し
て
建
設
さ
れ
、
ス
レ
ー
ト
平
屋

造
（
延
床
面
積
約
１
６
５
㎡
）
で

　

畳
の
研
修
室
兼
集
会
室
２
部
屋

１５を
は
じ
め
、
調
理
室
、
浴
室
、
脱

衣
室
、
倉
庫
等
を
備
え
て
い
ま
す
。

建
設
費
は
約
３
千
万
円
で
、
１
千

万
円
の
宝
く
じ
助
成
金
を
受
け
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
柏
青
年
会
場
は
、

大
正　

年
に
建
設
さ
れ
た
も
の
で

１４

老
朽
化
が
激
し
く
、
規
模
も
設
備

も
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
新

た
な
集
会
施
設
が
待
ち
望
ま
れ
て

い
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

の
完
成
に
よ
り
、
地
域
の
自
主
的

な
諸
活
動
が
ま
す
ま
す
活
発
に
な

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

新しくなった柏コミュニティセンター

以前の柏青年会場
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各
地
区
で
行
っ
て
い
る
奉
仕
活

動
や
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
お
祭
り
な

ど
に
参
加
し
て
い
る
間
に
お
こ
っ

た
ケ
ガ
は
、
ケ
ガ
を
さ
れ
た
方
も

関
係
者
の
方
も
大
変
で
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
が
自
治
会
活
動

に
参
加
し
て
い
る
間
の
ケ
ガ
に
よ

る
入
院
・
通
院
・
後
遺
障
害
・
万

一
の
死
亡
を
補
償
す
る
た
め
、
町

で
は
町
内
全
世
帯
の
住
民
を
対
象

に
自
治
会
活
動
保
険
に
加
入
し
て

い
ま
す
。
補
償
内
容
と
保
険
金
の

限
度
額
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

　

も
し
事
故
に
あ
っ
た
ら
す
ぐ
に
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
保
険
事
故
の

連
絡
が
遅
れ
た
場
合
な
ど
は
、
保

険
金
の
受
け
取
り
が
で
き
な
く
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
総
務
課
（
�
�
２

０
５
１
）
ま
で
。

保 険 金 額補 償 内 容

１億円賠償責任（対人・対物補償）

３００万円死 亡 ・ 後 遺 障 害
障　
　

害

２，０００円入　院（１日につき）

１，０００円通　院（１日につき）

１０万円傷 害 見 舞 費 用

平成１６年度　区長さん
人 口世帯数氏 名地 区 名

５２３１６５鍵　本　元　雄原 谷

１，０６９３４３辻　村　仁　志萩 原

８０８２６２田　中　　　薫荊 木

２６８８３瀧　本　道　男池 田

９７１３１０杉　本　弘　志高 家

２９７１０７柳　木　良　一小 中

１３０３８湯　川　泰　嗣柏

２０４６６曽　我　修　治上 志 賀

１４３４７湯　川　雅　義久 志

４４６１４９志　賀　俊　一中 志 賀

４３１１３１津　村　安　雄下 志 賀

４０９１２９岩　城　道　雄谷 口

２７２９９白　井　　　隆小 池

４９１６井　上　　　勲方 杭

１８２６６宮　本　雅　文小 浦

１１６山　本　　　均津 久 野

４２４１５１岡　本　　　章比 井

８３２９武　内　　　扶小 坂

２２８７２産 湯

５１５１９３上　出　貞　和阿 尾

１３３４７杭　出　耕　一田 杭

７，５９６２，５０９計

※　数値は平成１６年３月３１日現在

向　井　　　　 

　

近
年
、
青
少
年
を
取
り
巻
く
事

件
が
相
次
い
で
発
生
し
て
お
り
、

家
庭
、
学
校
、
地
域
社
会
が
一
体

と
な
っ
て　

世
紀
を
担
う
青
少
年

２１

を
健
全
に
育
成
す
る
こ
と
が
よ
り

一
層
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

日
高
町
青
少
年
総
合
対
策
本
部
、

青
少
年
補
導
連
絡
協
議
会
、
教
育

委
員
会
の
主
催
で
、
青
少
年
健
全

育
成
標
語
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

小
学
生
２
０
２
点
、
中
学
生
２
２

４
点
、
一
般　

点
の
応
募
が
あ
り

６９

ま
し
た
。

　

数
多
く
の
作
品
の
中
か
ら
厳
正

な
審
査
の
上
、
各
部
門
ご
と
に
一

席
、
二
席
、
佳
作
を
決
定
し
、
２

月　

日
に
入
賞
者
の
表
彰
式
を
行

２６
い
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
標
語
を
青
少
年
の

健
全
育
成
を
考
え
る
機
会
と
し
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
応
募
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

以
下
、
各
部
門
の
一
席
作
品
の

み
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
小
学
生
の
部
】

《
手
を
と
っ
て　

優
し
い
ひ
と
声

　

「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
？
」》

（
志
賀
小　

倉
本　

順
平
く
ん
）

【
中
学
生
の
部
】

《
見
つ
け
よ
う　

誰
か
の
た
め
に

　

で
き
る
こ
と
》

（
日
高
中　

酒
井
し
お
り
さ
ん
）

【
一
般
の
部
】

《
気
を
つ
け
て　

ポ
ン
と
た
た
い

　

た
ヘ
ル
メ
ッ
ト　

愛
の
音
し
て

　

今
日
も
無
事
》

（
高　

家　

森
口
多
佳
子
さ
ん
）

　

以
上
の
一
席
作
品
を
、
中
央
公

民
館
前
、
武
道
館
前
、
グ
リ
ー
ン

日
高
比
井
崎
支
所
横
、
日
高
中
学

校
フ
ェ
ン
ス
に
標
語
看
板
と
し
て

一
年
間
掲
示
し
て
い
ま
す
。

倉本　順平くん

青
少
年
健
全
育
成
標
語

青
少
年
健
全
育
成
標
語 

　
　
　
　
　
　
入
賞
者
を
表
彰

　
　
　
　
　
　
入
賞
者
を
表
彰 
青
少
年
健
全
育
成
標
語

青
少
年
健
全
育
成
標
語 

　
　
　
　
　
　
入
賞
者
を
表
彰

　
　
　
　
　
　
入
賞
者
を
表
彰 
青
少
年
健
全
育
成
標
語 

　
　
　
　
　
　
入
賞
者
を
表
彰 

酒井しおりさん森口多佳子さん
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「
献
血
を
し
た
い
ん
だ
け
ど
、
ど

う
も
た
め
ら
っ
て
し
ま
う
」
皆
さ

ん
の
な
か
で
、
こ
ん
な
経
験
を
し

た
方
は
い
ま
せ
ん
か
。

　

献
血
は
、
健
康
な
人
な
ら
だ
れ

で
も
で
き
ま
す
。
最
近
は
安
全
性

の
高
い
血
液
を
確
保
す
る
た
め
に

「
成
分
献
血
」
と
「
４
０
０
�
献

血
」
へ
の
協
力
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
献
血
に
よ
っ
て
、
輸
血
を
必

要
と
し
て
い
る
患
者
さ
ん
の
命
を

救
う
こ
と
も
で
き
る
の
で
す
。

　

医
療
に
必
要
な
す
べ
て
の
献
血

製
剤
を
献
血
で
国
内
受
給
す
る
た

め
に
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
協

力
が
ぜ
ひ
必
要
で
す
。

　

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
保
健
衛
生
課
（
�

�
３
８
０
１
）
ま
で
。

献 血 日 程 表
場　　　所時　間曜日月

阿尾区事務所１０：００～１０：４０

月３１５ ＪＡ比井崎支所倉庫１１：００～１１：４０

日高町役場１３：００～１６：００

産湯バス停１０：００～１０：２０

火１３７ ＪＡ志賀支所倉庫１１：００～１１：３０

Ａコープ日高店１３：００～１６：００

日高町役場
１０：００～１２：００

金２２１０
１３：００～１６：００

ロ－ソン紀伊内原駅前店０９：３０～１１：３０
月１３１２

Ａコ－プ日高店１３：００～１６：００

ＪＡ日高本所０９：３０～１１：３０
火２２２

日高町役場１３：００～１６：００

　

基
本
健
康
診
査
と
は
、
老
人
保

健
法
に
基
づ
く
健
診
で
す
。
検
査

内
容
は
、
身
体
計
測
、
尿
検
査
、

血
圧
測
定
、
血
液
検
査
、
心
電
図
、

内
科
診
察
等
で
す
。
健
診
結
果
は

病
気
の
早
期
発
見
だ
け
で
な
く
、

健
診
結
果
か
ら
日
頃
の
生
活
習
慣

を
見
直
し
、
病
気
を
予
防
す
る
と

い
う
大
切
な
役
割
が
あ
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
健
診
の
結
果
説
明
と

し
て
栄
養
士
と
保
健
師
に
よ
る
個

別
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表基本健診・がん検診日程表
内　　容検診場所受付時間曜日月

基本、胃・大腸・胸部・乳房比井崎漁村センター

７：３０～

８：３０

水１６

６ 基本、胃・大腸
比 井 老 人 憩 の 家木１７

小 浦 公 民 館木２４

基本、胃・大腸・胸部日 高 町 文 化 会 館金２５

基本、胃・大腸日 高 町 武 道 館

７：３０～

８：３０

木　１

７

基本、胃・大腸・胸部萩 原 公 民 館水　７

基本、胃・大腸・胸部・乳房日高町中央公民館木　８

基本、胃・大腸内 原 保 育 所 ２ 階金１６

基本、胃・大腸・胸部荊 木 公 民 館金２３

基本健診池 田 公 民 館木２９

基本、胃・大腸・胸部・乳房日高町保健福祉総合センター７：３０～

８：３０

日　１
８

基本健診

田 杭 集 会 所金２７

産 湯 集 会 所

７：３０～

８：３０

水　８

９

温泉館「みちしおの湯」木　９

小 坂 集 会 所金１０

上 志 賀 集 会 所木１６

久 志 集 会 所金１７

柏コミュニティセンター水２２

下志賀コミュニティセンター水２９

小 池 集 会 所木３０

　

脳
卒
中
や
心
臓
病
、
糖
尿
病
な

ど
の
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
に
、

年
に
一
度
は
健
診
を
受
け
ま
し
ょ

う
。
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������������������
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　新しい免許制度の説明会を次のとおり実施します。
　　　

◆日　時　６月６日（日）　１０：００～１２：００
◆会　場　日高町中央公民館
◆内　容　�現在お持ちの免許は

どうなるのか

�新しい操縦免許の資

格区分について

�簡素化された上級免

許の取得について

�遵守事項の違反点数

制度のしくみ

�免状の更新と新たな免許の取得について
　　　

※なお、免許取得希望者には、当町で出張試験と受験前

の勉強会を計画しています。

　詳しくは、小型船舶操縦士試験機関�日本海洋レ

ジャー安全・振興協会（�０６-６８８２-５８４６）まで。

小型船舶操縦士の免許制度が改正されました

年
に
一
度
は
基
本
健
診
、

が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う　
!!

ああああああああああああああああああああああああああああああああ
なななななななななななななななななななななななななななななななな
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
のののののののののののののののののののののののののののののののの
献献献献献献献献献献献献献献献献献献献献献献献献献献献献献献献献
血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血
でででででででででででででででででででででででででででででででで

あ
な
た
の
献
血
で

尊尊尊尊尊尊尊尊尊尊尊尊尊尊尊尊尊尊尊尊尊尊尊尊尊尊尊尊尊尊尊尊
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命
がががががががががががががががががががががががががががががががが

尊
い
命
が

救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救
わわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわ
れれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれ
てててててててててててててててててててててててててててててててて
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
まままままままままままままままままままままままままままままままま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

救
わ
れ
て
い
ま
す
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労働保険とは
◆　労災保険と雇用保険をあわせたもので、労

働者が安心して働ける職場環境を作るため

の保険です。

◆　保険料は年度当初に概算で申告・納付し、

翌年度に確定申告のうえ精算することに

なっています。
　

◆詳しいお問い合わせ先

　和歌山労働局総務部労働保険徴収室

　　�０７３－４２２－２１７５

御坊労働基準監督署受付日程表
場　所時　間月　日

オークワロマンシティ

御坊店

１０時～１５時５月１９日（月）

１０時～１５時５月２０日（火）

事業主の皆さんへ
　

平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成平成１１１１１１１１１１１１１１６６６６６６６６６６６６６６１６年年年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度度度労労労労労労労労労労労労労労働働働働働働働働働働働働働働保保保保保保保保保保保保保保険険険険険険険険険険険険険険料料料料料料料料料料料料料料のののののののののののののの申申申申申申申申申申申申申申告告告告告告告告告告告告告告・・・・・・・・・・・・・・年度労働保険料の申告・
納納納納納納納納納納納納納納付付付付付付付付付付付付付付手手手手手手手手手手手手手手続続続続続続続続続続続続続続ききききききききききききききはははははははははははははは納付手続きは５５５５５５５５５５５５５５月月月月月月月月月月月月月月２２２２２２２２２２２２２２００００００００００００００５月２０日日日日日日日日日日日日日日ままままままままままままままでででででででででででででででででででででででででででで日までですすすすすすすすすすすすすすす。。。。。。。。。。。。。。。

　

６
月
１
日
現
在
で
事
業
所
・
企

業
統
計
調
査
、
商
業
統
計
調
査
及

び
サ
ー
ビ
ス
業
基
本
調
査
の
三
つ

の
調
査
が
全
国
一
斉
に
同
時
実
施

さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
総
務
省
と
経
済

産
業
省
が
実
施
す
る
も
の
で
、
全

国
の
民
営
の
事
業
所
す
べ
て
が
対

象
に
な
り
ま
す
。
調
査
の
結
果
は

地
域
開
発
計
画
や
都
市
計
画
な
ど

の
基
礎
資
料
や
、国
や
都
道
府
県
・

市
区
町
村
に
お
け
る
商
業
の
育
成
、

サ
ー
ビ
ス
産
業
の
振
興
等
に
係
る

諸
施
策
の
企
画
・
立
案
の
基
礎
資

料
に
な
り
、
提
出
さ
れ
た
調
査
票

を
、
統
計
上
の
目
的
以
外
に
使
用

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

５
月
下
旬
に
調
査
員
が
調
査
票

の
記
入
の
お
願
い
に
各
事
業
所
を

訪
問
い
た
し
ま
す
の
で
、
皆
様
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
総
務
課
（
�
�
２

０
５
１
）
ま
で
。

　

行
政
相
談
は
、
毎
日
の
暮
ら
し

の
中
で
、
役
所
な
ど
が
行
っ
て
い

る
仕
事
に
つ
い
て
苦
情
や
意
見
・

要
望
の
あ
る
場
合
、
皆
さ
ん
と
役

所
な
ど
の
間
に
た
っ
て
公
平
・
中

立
な
立
場
か
ら
必
要
な
あ
っ
せ
ん

を
行
い
、
皆
さ
ん
の
声
を
行
政
運

営
の
改
善
に
役
立
て
る
も
の
で
す
。

　

５
月　

日（
月
）か
ら　

日（
日
）

１７

２３

は
「
春
の
行
政
相
談
週
間
」
で
す
。

　

町
で
は
、
５
月　

日（
月
）に
心

１７

配
ご
と
相
談
、
人
権
相
談
、
行
政

相
談
の
合
同
相
談
を
、
日
高
町
保

健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議

室
で
午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で
開

設
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
相
談
員
は
、
社

会
福
祉
協
議
会
会
長
・
副
会
長
、

民
生
児
童
委
員
、
人
権
擁
護
委
員
、

行
政
相
談
委
員
、
法
務
局
係
員
の

方
々
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
日
高
町
社
会
福
祉

協
議
会
（
�
�
２
７
５
１
）
ま
で
。

　

メ
ジ
ロ
を
愛
が
ん
の
目
的
で
飼

養
す
る
場
合
に
は
、
町
か
ら
の
飼

養
の
許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

  
ま
た
、
事
前
に
県
の
捕
獲
許
可

が
な
け
れ
ば
捕
獲
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

　

無
断
で
メ
ジ
ロ
を
捕
獲
し
た
場

合
、
１
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
1

0
0
万
円
以
下
の
罰
金
が
科
さ
れ

ま
す
（
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の

適
正
化
に
関
す
る
法
律
第　

条
第

83

１
項
第
１
号
）。　

　

詳
し
く
は
、
産
業
課
（
�
�
３

８
０
６
）
ま
で
。

メ
ジ
ロ
の
適
正
飼
養
に

つ
い
て

事
業
所
・
企
業
統
計
、
商
業
統
計
、

サ
ー
ビ
ス
業
基
本
調
査
の
お
願
い

あ
な
た
の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

５
月　

日
〜　

日
は
春
の
行
政
相
談
週
間
で
す

１７

２３

　

水
道
料
金
・
下
水
道
料
金
の
納

入
は
、
便
利
な
口
座
振
り
込
み
制

度
の
ご
利
用
を
お
勧
め
し
て
い
ま

す
。 水

道
料
金
等
は

便
利
な
口
座
振
替
で

　

水
道
加
入
さ
れ
て
い
る
方
で
、

所
有
者
、
使
用
者
に
変
更
の
あ
る

場
合
や
、
中
止
さ
れ
る
と
き
は
前

も
っ
て
届
け
出
が
必
要
で
す
。
届

け
出
の
な
い
場
合
は
、
従
前
の
使

用
者
の
方
へ
継
続
し
て
料
金
を
請

求
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り

ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
上
下
水
道
課
（
�

�
３
８
０
５
）
ま
で
。

　

取
り
扱
い
金
融
機
関
は
、
グ

リ
ー
ン
日
高
農
業
協
同
組
合
、
紀

陽
銀
行
、
き
の
く
に
信
用
金
庫
、

和
歌
山
県
信
漁
連
、
近
畿
労
働
金

庫
、
郵
便
局
と
な
っ
て
い
ま
す
。

手
続
き
を
忘
れ
て
い
ま

せ
ん
か

試
験
日　

８
月
１
日
（
日
）

試
験
会
場　

国
立
和
歌
山
大
学

申
込
書
配
布
期
間　

５
月　

日
１０

（
月
）
〜
５
月　

日
（
金
）

１４

申
込
書
受
付
期
間　

５
月　

日
１７

（
月
）
〜
５
月　

日
（
金
）

２１

お
問
い
合
わ
せ
先　

上
下
水
道
課

（
�
�
３
８
０
５
）
ま
た
は
和
歌

山
市
下
水
道
部
下
水
道
総
務
課
内
、

日
本
下
水
道
協
会
和
歌
山
県
支
部

試
験
等
運
営
委
員
会
事
務
局
（
�

０
７
３
・
４
３
５
・
１
０
９
３
）

ま
で
。

平
成　

年
度
和
歌
山
県

１６

下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
資
格
認
定

試
験
の
ご
案
内
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町
で
策
定
し
た『
健
康
日
高　

』
２１

の
目
標
分
野
の
ひ
と
つ
に
、

『
歯
』
〜
い
つ
ま
で
も
自
分
の
歯

を
大
切
に
！
〜

と
い
う
目
標
が
あ
り
ま
す
。

　

歯
は
、
食
べ
物
を
噛
み
消
化
を

助
け
る
と
い
っ
た
働
き
の
ほ
か
、

食
事
や
会
話
を
楽
し
む
と
い
っ
た

生
活
の
質
を
確
保
す
る
た
め
の
基

礎
と
な
る
も
の
で
す
。

　

大
人
の
歯
は　

本
あ
り
ま
す
が
、

２８

い
つ
ま
で
も
自
分
の
歯
を
大
切
に
！

そ
の
う
ち　

本
以
上
自
分
の
歯
が

２０

残
っ
て
い
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
支
障

を
感
じ
ず
に
食
事
が
で
き
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
厚
生

労
働
省
で
は
、　

歳
で　

本
以
上

８０

２０

の
歯
を
残
す
こ
と
を
目
標
と
し
た

「
８
０
２
０
（
ハ
チ
マ
ル
ニ
イ
マ

ル
）
運
動
」
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
６
月
４
日
か
ら　

日
ま

１０

で
は
「
歯
の
衛
生
週
間
」
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

歯
周
病
と
は
、
そ
の
名
の
と
お

り
「
歯
の
周
り
の
病
気
」
で
す
。

歯
を
支
え
て
い
る
歯
ぐ
き
や
あ
ご

の
骨
が
病
気
に
な
り
、
や
が
て
抜

け
落
ち
て
し
ま
い
ま
す
。
年
を
と

る
と
歯
が
抜
け
る
と
思
わ
れ
が
ち

で
す
が
、
実
は
歯
周
病
で
抜
け
て

い
る
の
で
す
。
年
齢
と
共
に
歯
周

病
患
者
も
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
、

　

歳
以
上
で
6
割
、　

歳
以
上
で

20

35

は
8
割
、　

歳
を
超
え
る
と
9
割

40

以
上
の
人
が
歯
周
病
に
か
か
っ
て

い
る
と
言
わ
れ
ま
す
。

　

歯
周
病
や
虫
歯
は
、
か
か
っ
て

か
ら
治
す
よ
り
も
未
然
に
防
ぐ
こ

と
が
肝
心
で
す
。

①
一
日
一
度
は
、
丁
寧
な
ブ
ラ
ッ

シ
ン
グ
を

　

歯
周
病
予
防

の
基
本
は
ブ

ラ
ッ
シ
ン
グ
で

す
が
、
歯
ブ
ラ

シ
が
届
き
に
く

い
歯
と
歯
の
間

に
は
、
デ
ン
タ

ル
フ
ロ
ス
や
歯

間
ブ
ラ
シ
を
使

こんな症状ありませんか？

　これらは歯周病や虫歯のサインです。歯の健康を守
るためにも早めの対策を！！

う
と
歯
周
病
予
防
に
効
果
的
で
す
。

②
規
則
正
し
い
食
事

　

だ
ら
だ
ら
し
た
飲
食
は
、
常
に

口
の
中
を
不
潔
に
し
、
細
菌
の
繁

殖
を
促
し
ま
す
。

③
偏
食
を
な
く
す

　

偏
っ
た
食
事
は
、
骨
や
歯
ぐ
き

の
健
康
を
低
下
さ
せ
ま
す
。

④
喫
煙
は
や
め
る

　

喫
煙
は
ニ
コ
チ
ン
の
作
用
で
血

管
を
収
縮
さ
せ
、
歯
ぐ
き
の
血
行

を
阻
害
す
る
だ
け
で
な
く
、
歯
ぐ

き
の
強
度
を
保
つ
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
を

も
破
壊
し
て
し
ま
い
ま
す
。

⑤
過
労
・
ス
ト
レ
ス
・
睡
眠
不
足

　

を
減
ら
す

　

過
労
や
睡
眠
不
足
は
、
抵
抗
力

の
減
弱
に
つ
な
が
り
ま
す
。

⑥
定
期
検
診
の
励
行

　

歯
の
健
康
管
理
は
自
分
で
行
う

の
が
基
本
で
す
が
、
歯
磨
き
だ
け

で
は
ど
う
し
て
も
行
き
届
か
な
い

部
分
が
出
て
き
ま
す
。
ま
た
、
歯

周
病
も
虫
歯
も
初
期
は
自
覚
症
状

が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
大
切
な
の
が
、
歯
科
医

に
よ
る
定
期
的
な
検
診
で
す
。
体

の
検
診
と
同
じ
よ
う
に
、
早
期
発

見
・
早
期
治
療
を
行
え
ば
悪
化
を

防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

平
成　

年
度
よ
り
、　

・　

歳

１３

４０

５０

の
方
を
対
象
に
、
無
料
で
歯
周
疾

患
節
目
検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

対
象
の
方
に
は
通
知
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
こ

の
機
会
に
受
診
し
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
保
健
衛
生
課
（
�

�
３
８
０
１
）
ま
で
。

成
人
の
ほ
と
ん
ど
が

歯
周
病
�

い
つ
ま
で
も
自
分
の
歯
を
大
切
に
！

い
つ
ま
で
も
自
分
の
歯
を
大
切
に
！

歯
周
病
を
予
防
す
る
た

め
に
は
…

歯
周
疾
患
検
診
を
受
け

ま
し
ょ
う
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こ
の
事
業
は
、
高
齢
者
や
身
体

障
害
者
に
対
し
、
布
団
等
の
水
洗

乾
燥
消
毒
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
行

う
も
の
で
す
。

　

利
用
対
象
者
は
、
お
お
む
ね　
65

歳
以
上
で
３
か
月
以
上
の
寝
た
き

り
の
在
宅
高
齢
者
ま
た
は
身
体
障

害
者
で
あ
っ
て
、
老
衰
、
心
身
の

障
害
及
び
傷
病
等
の
理
由
に
よ
り

寝
具
類
等
の
衛
生
管
理
が
困
難
な

方
で
す
。

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
年
間
１
人

に
つ
き
２
回
ま
で
と
し
、
１
回
の

限
度
額
は
５
２
５
０
円
（
消
費
税

含
む
）
で
す
。
限
度
額
の
超
過
分

は
、
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
住
民
課
（
�
�
３

８
０
０
）
ま
で
。

寝
具
類
等
洗
濯
乾
燥
消

毒
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
つ

い
て
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ご み 収 集 日 程 表
収　集　地　区収集種別収集曜日

柏・上志賀・小杭・久志・中志賀
下志賀・谷口・小池・方杭・小浦
津久野・比井・小坂・産湯・阿尾・田杭

可燃物月一　

回　

目
原谷・萩原・荊木・池田
高家・小中可燃物火

原谷・萩原・荊木・池田・高家
小中・柏・上志賀・小杭・久志
中志賀・下志賀・谷口・小池
方杭・小浦・津久野・比井・小坂
産湯・阿尾・田杭

不燃物
ビン・カン
以外のごみ

毎月第１
水曜日

資源ごみ
ビン・カン類

毎月第２・３
４・５水曜日

柏・上志賀・小杭・久志・中志賀
下志賀・谷口・小池・方杭・小浦
津久野・比井・小坂・産湯・阿尾・田杭

可燃物木二　

回　

目
原谷・萩原・荊木・池田
高家・小中可燃物金

平成16年度　大型（粗大）ごみ収集日程表
収集日（年4回収集）収　集　場　所地　　区

平成１６年　４月１１日（日）池 田 公 民 館 前池 田
第
一
地
区

　　　　　　７月１１日（日）東 光 寺 公 民 館 前東 光 寺

　　　　　１０月　３日（日）内 ノ 畑 公 民 館 前内 ノ 畑

平成１７年　１月１６日（日）Ｊ Ａ 原 谷 支 所 北
原 谷

原 奥 旧 バ ス 停 前

平成１６年　４月１８日（日）萩 原 公 民 館 前萩 原
第
二
地
区

　　　　　　７月１８日（日）坂中木工所三叉路付近
荊 木

　　　　　１０月２４日（日）荊 木 公 民 館 裏

平成１７年　１月２３日（日）紀伊内原駅南駐車場駅 前

平成１６年　５月１９日（日）田 杭 網 倉 庫 前田 杭
第
三
地
区

　　　　　　８月　１日（日）東 防 波 堤 付 近阿 尾

　　　　　１１月　７日（日）産 湯 バ ス 停 付 近産 湯

平成１７年　２月　６日（日）県道箸折三叉路付近小 坂

平成１６年　５月１６日（日）比 井 漁 港 内比 井

第
四
地
区

　　　　　　８月１８日（日）県 道 三 叉 路 付 近津 久 野

　　　　　１１月１４日（日）小 浦 公 民 館 前小 浦

平成１７年　２月１３日（日）方 杭 農 道 入 口 付 近方 杭

県 道 三 叉 路 付 近小 杭

柏コミュニティセンター横柏

平成１６年　６月１３日（日）旧上志賀バス停付近上 志 賀
第
五
地
区

　　　　　　９月１２日（日）大 原 橋 付 近久 志

　　　　　１２月０５日（日）志賀小北おろす橋東町有地中 志 賀

平成１７年　３月１３日（日）下志賀コミュニティセンター下 志 賀

川上重信氏宅三叉路付近小 池

平成１６年　６月２０日（日）文 化 会 館谷 口
第
六
地
区

　　　　　　９月１９日（日）小 中 作 業 所 前小 中

　　　　　１２月１２日（日）高 家 北 集 会 所 前
高 家

平成１７年　３月２０日（日）高 家 南 集 会 所 前

�

�

�

�

����������������

����������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

燃
え
る
大
型
（
粗
大
）
ご
み
と

燃
え
な
い
大
型
（
粗
大
）
ご
み
に

分
別
し
て
ス
テ
ッ
カ
ー
（
黄
色
）

を
必
ず
貼
っ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ス
テ
ッ
カ
ー
の
な
い
も
の
は
回
収

い
た
し
ま
せ
ん
。

回
収
で
き
る
ご
み 
家
具
、
建
具
、

廃
自
転
車
、
ふ
と
ん
（
１
ｍ
以
内
）、

毛
布
（
１
ｍ
以
内
）、
一
斗
缶
、
た

た
み
（
半
分
以
下
に
）、
木
片
（
１

ｍ
以
内
）、ト
タ
ン（
１
ｍ
以
内
）の

ほ
か
リ
サ
イ
ク
ル
商
品
機
器
（
テ

レ
ビ
・
冷
蔵
庫
・
エ
ア
コ
ン
・
洗

濯
機
）
以
外
の
廃
家
電
な
ど
で
２

人
で
持
ち
上
げ
ら
れ
る
重
さ
ま
で

の
も
の
。

回
収
で
き
な
い
ご
み 
廃
タ
イ
ヤ
、

農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
、
ガ
ス
ボ
ン
ベ
、

消
火
器
、
土
砂
、
石
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
、
壁
土
類
、
産
業
廃
棄
物
、
自

動
車
、
原
付
、
農
機
具
類
、
バ
ッ

テ
リ
ー
、
車
の
部
品
等
。

決められた日に決められた場所に決められた日に決められた場所に決められた日に決められた場所に 平成 16年 6月 1日から
　　　　　

  インターネットを利用して 
  自宅や事務所で申告や納税が可能に！！
　　　　　

～国税電子申告・納税システム（e-Tax）がスタート～
　　　　

 ◇事前手続
　○「開始届出書」及び本人

　　確認書類の提出
　　　　

 ◇利用できる手続
　①所得税、法人税及び

　　消費税の申告

　②全税目の納税

　③申請・届出等
　　　　

　詳しくは、ホームページ (http://www.e-tax.nta.go.jp)

又はヘルプデスク (TEL 0570-015901：平日午前9時
～午後 5時 ) にお問い合わせください。

e コクゼイ

粗
大
ご
み
を
出
す
場
合
は

次
の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
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　警察は、社会の平穏を維持し、みんなが安心して生活でき
るよう日夜活動しています。活動分野は、刑事や交通など
様々です。また、国際化、情報化が進む中で語学や情報処理、
簿記などの各種特技を有した人の活躍を期待しています。
　安全で快適な社会づくりに活躍する警察職員の採用試験
に、是非チャレンジしてください。

平成16年度　和歌山県警察官B採用試験案内
御坊警察署　警務係（� 23－0110）

試験期日受付期間
試験案内
配布開始

受検資格試験名

・第１次試験
　９月１９日�
・第２次試験
　１０月中旬
・第３次試験
　１月中旬

８月２日�～

８月１３日�

６月２９日
�予定

昭 和５０年４
月２日から昭
和６２年４月
１日までに生
まれた方で、
警察官Ａ（大
学卒）の受験
資格に該当
しないもの

男　

性警
察
官
Ｂ 女　

性

平成１６年度社会教育行事予定カレンダー
行　　事　　名曜日月

町ゲートゴルフ大会日18

4 ファミリーバドミントン教室（内原地区）、 

スポーツ少年団地方大会

（29木・5/2 日・5/3 月） 

日25

男女混合ソフトバレーボール大会 日16
5

町内ペタンク大会日23

水難救助講習会、

スポーツ少年団県大会

（20日・7/3 土・7/4 日）

土19

6

ファミリーバドミントン教室（志賀地区）日20

親子フィッシング大会日27

町民プール開放（～ 8/31 火）木1
7

町長旗争奪少年野球大会日25

磯観察会日1

8
星空観測会月2

町長旗争奪野球大会（15日）日8

日高・堺少年交歓会（～ 25水）火24

町民親善バレーボール大会日5
9

町少年柔道大会土11

アサギマダラ観察会土9

10 議長杯争奪少年野球大会、

通学合宿（～ 27水）
日24

文化賞水3

11

ファミリーバドミントン教室（比井崎地区）日7

ふれあい祭り（～ 14日）土13

子どもフェスティバル日14

文化講演会日21

コマ回し教室日28

町内駅伝競走大会日12
12

日高・堺バスツアー土18

成人式、

スキー体験研修（町母親子供クラブ）（～ 6木）
火4

Ｈ
17

1
新春子どもカルタ会金7

くえマラソン大会日9

日高地方駅伝競走大会日23

市町村対抗ジュニア駅伝競走大会日202

スポーツ賞土53

※日程変更する場合があります。ご容赦ください。

　［お問い合わせ先］

　教育委員会社会教育課（�６３－３８１２）

国
民
年
金
の
加
入
は　

歳
か
ら

２０

　
　

歳
に
な
っ
た
ら
厚
生
年
金
や

２０
共
済
組
合
な
ど
に
加
入
し
て
い
な

い
人
は
、
国
民
年
金
の
加
入
届
け

を
し
て
く
だ
さ
い
。

保
険
料
納
付
は
便
利
な
口
座
振
替
を

　

口
座
振
替
な
ら
、
あ
な
た
の
指

定
し
た
口
座
か
ら
自
動
的
に
引
き

落
と
さ
れ
ま
す
。
金
融
機
関
や
郵

便
局
の
窓
口
ま
で
納
め
に
い
か
な

く
て
す
む
の
で
、
大
変
便
利
で
す
。

　

取
り
扱
い
金
融
機
関
は
、
グ

リ
ー
ン
日
高
農
業
協
同
組
合
、
和

歌
山
県
信
漁
連
、
紀
陽
銀
行
、
き

の
く
に
信
用
金
庫
、
近
畿
労
働
金

庫
、
郵
便
局
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
４
月
中
に
１
年
分
の
保
険

料
を
前
納
す
る
と
、
保
険
料
が
割

引
き
に
な
り
お
得
で
す
。
ま
た
、

６
か
月
前
納
も
で
き
ま
す
。（
割
引

率
は
、
年
４
％
複
利
で
計
算
さ
れ

ま
す
。）

保
険
料
を
納
め
ら
れ
な
い
と
き

　

申
請
免
除
制
度
・
学
生
納
付
特

例
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

本
人
の
届
出
後
、
審
査
に
よ
り

決
定
さ
れ
ま
す
の
で
、
必
ず
所
得

の
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

住
所
変
更
の
届
出
に
つ
い
て

　

国
民
年
金
被
保
険
者
の
方
が
役

場
窓
口
で
転
入
や
転
出
届
を
提
出

さ
れ
る
と
き
は
住
所
変
更
届
の
提

出
を
お
願
い
し
ま
す
。

国
民
年
金
基
金

　

ゆ
と
り
あ
る
老
後
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
、
老
齢
基
礎

年
金
に
上
積
み
し
て
年
金
を
受
け

取
る
制
度
で
す
。
国
民
年
金
の
保

険
料
を
納
め
て
い
る　

歳
以
上　

２０

６０

歳
未
満
の
方
が
加
入
で
き
る
年
金

で
す
。
ま
た
、
納
め
た
保
険
料
は
、

全
額
が
所
得
控
除
の
対
象
に
な
り

ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
和
歌
山
県
国
民
年

金
基
金
（
�
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
０

１
２
０
・
６
５
・
４
１
９
２
）
ま

で
。

国
民
年
金
の
手
続
き
を
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
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地
籍
調
査
は
、
貴
重
な
財
産
で

あ
る
土
地
の
正
し
い
位
置
、
境
界
、

番
地
、
地
目
、
面
積
を
明
確
化
す

る
極
め
て
重
要
な
調
査
で
す
。

　

本
年
度
の
調
査
計
画
区
域
は
、

大
字
志
賀
（
下
志
賀
）
字
天
満
、

天
満
前
、
稲
葉
谷
、
弥
井
田
谷
、

上
ノ
谷
と
、
大
字
原
谷
字
幸
神
、

六
郎
田
、
上
桃
河
、
高
皿
、
下
桃

河
、
古
屋
谷
、
堂
ノ
前
、
上
久
保
、

下
久
保
、
槌
王
子
前
、
猿
畑
、
岡

田
、
西
向
、
小
桃
河
、
大
桃
河
と
、

大
字
志
賀
（
中
志
賀
）
字
天
満
、

下
嵐
、
里
神
、
片
河
谷
、
片
河
口
、

早
津
川
と
、
大
字
比
井
字
寺
野
、

宮
ノ
脇
、
濱
出
、
溝
手
、
川
添
、

大
田
、
依
谷
、
有
ノ
木
谷
、
比
井

後
、
笠
ヶ
谷
の
各
字
を
対
象
に
５

１
６
㌶
、２
、８
９
２
筆
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

　

調
査
計
画
区
域
内
に
土
地
を
所

有
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
に
は
、
管

平
成　

年
度
は
下
志
賀
・
原
谷
・
中
志
賀
・

１６

比
井
地
区
の
一
部
５
１
６
㌶

日 高 町 地 籍 調 査 実 績
筆数調査面積地区名調査年度
６１０筆３８ha高家地区の一部平成５年度
１,６０９筆１０１ha小中・谷口・小池地区の一部平成６年度
１,２６１筆８０ha下志賀 ･谷口地区の一部平成７年度
６８４筆４６ha高家地区の一部平成８年度
６５８筆３０ha荊木地区の一部平成９年度
１,７２２筆５３ha萩原地区の一部平成１０年度
８０２筆４８ha荊木地区の一部平成１１年度
１,０９６筆１４２ha萩原 ･原谷の一部平成１２年度
２,２４２筆２８２ha荊木 ･原谷の一部平成１３年度
２,７８０筆４６１ha高家 ･原谷 ･志賀の一部平成１４年度
２,８０１筆４２８ha小中・原谷・中志賀・比井地区の一部平成１５年度

  平成 16 年度地籍調査実施予定
  下志賀地区 55ha（太枠内）

�

�

�

�

�����������������������������

�����������������������������

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

財
課
よ
り
地
元
説
明
会
や
現
地
立

会
い
等
の
日
程
を
ご
連
絡
い
た
し

ま
す
。

　

大
切
な
財
産
を
守
る
た
め
に
も

筆
界
の
立
会
い
等
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
管
財
課
（
�
�
３

８
１
３
）
ま
で
。

  平成 16 年度地籍調査実施予定
  中志賀地区 160ha（太枠内）

�

�

�

�

�����������������������������

�����������������������������

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

  平成 16 年度地籍調査実施予定
  比井地区 82ha（太枠内）

�

�

�

�

�����������������������������

�����������������������������

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

  平成 16 年度地籍調査実施予定
  原谷地区 219ha（太枠内）

�

�

�

�

�����������������������������

�����������������������������

�
�
�
�
�

�
�
�
�
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農
耕
作
業
用
の
車
両
で
公
道
を

利
用
す
る
場
合
、
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
を
付
け
な
い
で
運
転
す
る

と
道
路
運
送
車
両
法
の
規
則
に
違

反
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
所
有
さ
れ
て
い
る
ト
ラ

ク
タ
ー
・
コ
ン
バ
イ
ン
・
乗
用
田

植
機
等
が
対
象
車
両
と
な
り
ま
す

の
で
、
税
務
課
で
登
録
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
登
録
さ
れ
ま

す
と
翌
年
度
よ
り
課
税
対
象
と
な

り
ま
す
。
税
額
は
、
１
台
に
つ
き

１
、
６
０
０
円
で
す
。
ま
た
現
在
、

農
耕
作
業
用
車
両
に
黄
色
の
ナ
ン

バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
付
け
ら
れ
て
い

る
方
も
新
た
に
登
録
更
新
の
手
続

き
が
必
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
税
務
課
（
�
�
３

８
０
２
）
ま
で
。

　

国
民
健
康
保
険
は
、
加
入
者
が

普
段
か
ら
保
険
料
を
出
し
合
っ
て

病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
、
経
済

的
な
負
担
が
軽
く
す
む
よ
う
に
お

互
い
に
助
け
合
う
こ
と
を
目
的
と

し
た
制
度
で
す
。

　

会
社
の
健
康
保
険
、
公
務
員
の

共
済
組
合
、
船
員
保
険
な
ど
に
加

入
し
て
い
る
人
や
生
活
保
護
を
受

け
て
い
る
人
以
外
の
方
は
、
国
民

健
康
保
険
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

　

詳
し
く
は
、
税
務
課
国
民
健
康

保
険
税
係
（
�
�
３
８
０
２
）
ま

で
。 国国国国国国国国国国国国国国

民民民民民民民民民民民民民民
健健健健健健健健健健健健健健
康康康康康康康康康康康康康康
保保保保保保保保保保保保保保
険険険険険険険険険険険険険険

国
民
健
康
保
険

異異異異異異異異異異異異異異
動動動動動動動動動動動動動動
のののののののののののののの
届届届届届届届届届届届届届届
けけけけけけけけけけけけけけ
出出出出出出出出出出出出出出
はははははははははははははは

異
動
の
届
け
出
は

おおおおおおおおおおおおおお
早早早早早早早早早早早早早早
いいいいいいいいいいいいいい
めめめめめめめめめめめめめめ
にににににににににににににに

お
早
い
め
に

手続きに必要なものこんなとき

印かん、保険証他の市区町村に転出するとき

印かん、国保と職場の健康保
険の両方の保険証（後者が未
交付のときは加入したことを
証明するもの）

職場の健康保険にはいっ
たとき

職場の健康保険の被扶養
者になったとき

印かん、保険証国保の被保険者が死亡したとき

印かん、保険証、保護開始決定
通知書

生活保護を受けるように
なったとき

保険証、外国人登録証明書外国人がやめるとき

国保をやめるとき

手続きに必要なものこんなとき

印かん、保険証、年金証書
退職者医療制度の対象に
なったとき

印かん、保険証

市区町村内で住所が変
わったとき

世帯主や氏名が変わったとき

世帯を分けたり、いっしょ
にしたとき

印かん、本人であることを証
明するもの

保険証をなくしたとき

印かん、使えなくなった保険
証

保険証を汚したりして使
えなくなったとき

そ の 他

手続きに必要なものこんなとき

印かん、他の市区町村の転出
証明書

他の市区町村から転入し
てきたとき

印かん、職場の健康保険をや
めた証明書

職場の健康保険をやめた
とき

印かん、被扶養者になれない
理由の証明書

職場の健康保険の被扶養
者からはずれたとき

印かん、保険証、母子健康手帳子供が生まれたとき

印かん、保護廃止決定通知書
生活保護を受けなくなっ
たとき

外国人登録証明書外国人がはいるとき

国保にはいるとき

14日以内に届出を

　

私
た
ち
が
豊
か
で
安
全
な
暮
ら

し
が
出
来
る
よ
う
、
み
ん
な
で
出

し
合
っ
て
負
担
し
て
い
る
の
が
税

金
で
す
。

　

平
成　

年
度
の
各
町
税
の
納
期

１６

は
、
左
の
と
お
り
で
す
。
納
期
限

ま
で
納
付
下
さ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

　

ま
た
、
税
務
課
で
は
便
利
で
安

心
、
確
実
な
口
座
振
替
制
度
の
ご

利
用
を
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。

口
座
振
替
を
ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、

グ
リ
ー
ン
日
高
農
業
協
同
組
合
、

和
歌
山
県
信
漁
連
、
紀
陽
銀
行
、

き
の
く
に
信
用
金
庫
、
近
畿
労
働

町税納期限一覧表

納 期 限期 別税 目

４月３０日全 期 分軽 自 動 車 税

６月３０日第１期分

町 県 民 税
８月３１日第２期分

１０月３１日第３期分

１７年　　１月３１日第４期分

４月３０日第１期分

固 定 資 産 税
７月３１日第２期分

９月３０日第３期分

１２月２８日第４期分

６月～１７年　３月１期～１０期国民健康保険税

納期限が休日の場合は、翌日となります。

町
税
の
納
付
は
口
座
振
替
で

町
税
の
納
付
は
口
座
振
替
で 
町
税
の
納
付
は
口
座
振
替
で

町
税
の
納
付
は
口
座
振
替
で 
町
税
の
納
付
は
口
座
振
替
で 
町
税
の
納
付
は
口
座
振
替
で 

金
庫
、
郵
便
局
の
金
融
機
関
ま
た

は
、
税
務
課
ま
で
、
口
座
振
り
替

え
さ
れ
る
通
帳
と
届
け
出
さ
れ
て

い
る
印
鑑
を
ご
持
参
の
上
、
お
申

し
込
み
下
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
税
務
課
（
�
�
３

８
０
２
）
ま
で
。

　

前
納
報
奨
金
に
つ
い
て　

　

平
成　

年
度
の
前
納
報
奨
金
に

１６

つ
い
て
は
固
定
資
産
税
・
町
県
民

税
を
第
１
期
分
の
納
期
に
全
納
さ

れ
た
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
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子
ど
も
を
健
や
か
に
生
み
育
て

る
た
め
の
環
境
づ
く
り
の
重
要
な

柱
と
し
て
児
童
手
当
制
度
が
あ
り

ま
す
。

　

平
成　

年
４
月
１
日
か
ら
児
童

１６

手
当
制
度
が
拡
充
さ
れ
、
支
給
対

象
年
齢
が
小
学
校
第
３
学
年
終
了

前
ま
で
に
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
児
童
手
当
を
受
給
で

き
る
方
は
、
９
歳
到
達
後
最
初
の

３
月　

日
ま
で
の
間
に
あ
る
児
童

３１

を
養
育
し
て
い
る
方
と
な
り
ま
す
。

支
給
額
、
支
払
時
期
に
つ
い
て
は

変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

　

現
在
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る

忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘
れれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれ
なななななななななななななななななななななななななななななななな
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
でででででででででででででででででででででででででででででででで
６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
のののののののののののののののののののののののののののののののの
届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届
出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出

忘
れ
な
い
で
６
月
の
届
出

児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児
童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童
手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手
当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当
現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現
況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況
届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届

児
童
手
当
現
況
届

方
は
、
毎
年
６
月
中
に
「
児
童
手

当
現
況
届
」
を
役
場
ま
で
提
出
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
届

け
を
提
出
し
な
い
と
、
受
給
資
格

が
あ
っ
て
も
６
月
以
降
の
児
童
手

当
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

一
度
、
児
童
手
当
認
定
請
求
を

却
下
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
も
、
６

月
に
確
定
す
る
平
成　

年
の
所
得

１５

等
に
よ
り
支
給
対
象
と
な
る
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
、
再
度
請
求
し

て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
住
民
課
（
�
�
３

８
０
０
）
ま
で
。

〈
児
童
扶
養
手
当
〉

　

児
童
扶
養
手
当
は
、
母
子
家
庭

や
父
が
一
定
の
障
害
の
状
態
に
あ

る
家
庭
に
、
お
子
さ
ん
が　

歳
に

１８

達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
３
月　
３１

日
（
一
定
の
障
害
の
あ
る
場
合
は

　

歳
未
満
）
ま
で
支
給
さ
れ
ま

２０す
。  
手
当
月
額
は
、
４
月
か
ら

別
表
の
よ
う
に
変
更
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
公
的
年
金
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
場
合
な
ど
は
、
手
当

が
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児
童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童
扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶
養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養
手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手
当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

児
童
扶
養
手
当
・

特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特
別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別
児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児
童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童
扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶
養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養
手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手
当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当
にににににににににににににににににににににににににににににににに
つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
てててててててててててててててててててててててててててててててて

特
別
児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て

〈
特
別
児
童
扶
養
手
当
〉

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、　

歳
２０

未
満
で
心
身
に
一
定
の
障
害
の
あ

る
在
宅
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
父

母
等
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
手
当
は
、
所
得
や
障

害
の
程
度
及
び
公
的
年
金
受
給
の

有
無
に
よ
っ
て
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　

手
当
月
額
は
、
別
表
の
と
お
り

で
す
。

　

詳
し
く
は
、
住
民
課
（
�
�
３

８
０
０
）
ま
で
。

　

夕
暮
れ
時
は
、明
る
さ
が
刻
々

と
変
化
し
、少
し
前
ま
で
見
え
て

い
た
も
の
が
、気
が
つ
く
と
す
っ

か
り
見
え
に
く
く
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、夜
間
は
ド
ラ
イ
バ
ー
か

ら
歩
行
者
が
見
え
て
い
な
く
て
も
、

歩
行
者
か
ら
は
車
の
ヘ
ッ
ド
ラ
イ

ト
が
よ
く
見
え
て
お
り
、歩
行
者

は
、ド
ラ
イ
バ
ー
が
自
分
に
気
付

い
て
い
る
も
の
と
思
い
込
み
が
ち

反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反
射射射射射射射射射射射射射射射射射射射射射射射射射射射射射射射射
タタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタ
スススススススススススススススススススススススススススススススス
キキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキ
をををををををををををををををををををををををををををををををを

反
射
タ
ス
キ
を

販販販販販販販販販販販販販販販販販販販販販販販販販販販販販販販販
売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売
しししししししししししししししししししししししししししししししし
てててててててててててててててててててててててててててててててて
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
まままままままままままままままままままままままままままままままま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

販
売
し
て
い
ま
す

で
す
。こ
う
し
た
認
識
の
ズ
レ
が

事
故
へ
導
く
の
で
す
。

　

交
通
安
全
協
会
日
高
町
分
会
で

は
、ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
歩
行
者
や

自
転
車
利
用
者
を
守
る
た
め
、反

射
タ
ス
キ（
１
本
２
０
０
円
）を
役

場
総
務
課
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

夜
間
に
出
か
け
る
と
き
は
、明

る
い
色
の
服
装
と
反
射
材
を
身
に

つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

詳
し
く
は
、総
務
課（
�
�
２
０

５
１
）ま
で
。

介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介
護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護
保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保
険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険
料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料
のののののののののののののののののののののののののののののののの

介
護
保
険
料
の

納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納
付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付
にににににににににににににににににににににににににににににににに
つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
てててててててててててててててててててててててててててててててて

納
付
に
つ
い
て

月
額
で
２
、６
６
０
円
と
な
っ
て

い
て
、
各
所
得
段
階
別
の
介
護
保

険
料
は
左
の
と
お
り
で
す
。

　

介
護
保
険
料
は
、
私
た
ち
の
介

護
保
険
財
政
を
支
え
る
大
切
な
財

源
で
す
。
納
め
忘
れ
や
滞
納
が
な

い
よ
う
介
護
保
険
料
の
納
付
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

介
護
保
険
料
に
は
原
則
年
金
か

ら
天
引
き
の
特
別
徴
収
と
、
納
付

書
で
納
付
す
る
普
通
徴
収
が
あ
り

ま
す
。
普
通
徴
収
の
方
に
は
納
め

忘
れ
の
な
い
口
座
振
替
を
お
勧
め

し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
住
民
課
（
�
�
３

８
０
０
）
ま
で
。

　

日
高
町
の
介
護
保
険
料
は
基
準

所得段階別介護保険料（基本月額 2,660 円）

保 険 料

（ 年 額 ）
被 保 険 者 の 段 階段階

１５，９６０円
世帯全員が住民税非課税で、老齢
福祉年金受給者、生活保護受給者

１

２３，９４０円世帯全員が住民税非課税２

３１，９２０円世帯住民税課税・本人非課税３

３９，９００円
本人住民税課税（被保険者本人の
合計所得金額２００万円未満）

４

４７，８８０円
本人住民税課税（被保険者本人の
合計所得金額２００万円以上）

５

■児童扶養手当額

一部支給額全部支給額月額

41,870 円～ 9,880 円（10円単位）41,880 円子 1人

第 2子は 5,000 円、第 3子以降は 1人につき 3,000 円加算

■特別児童扶養手当額

支給額月額

50,900 円1級

33,900 円2級
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（気象庁震度階）
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ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
功
労
の

あ
っ
た
方
や
各
種
ス
ポ
ー
ツ
競
技

に
お
い
て
優
秀
な
成
績
を
修
め
た

方
を
表
彰
す
る
第
４
回
日
高
町
ス

ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式
が
、
３
月
６
日
、

日
高
町
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
、
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
を
田

中
祐
樹
さ
ん
が
、
ス
ポ
ー
ツ
賞
を

上
杉
佳
那
さ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

【
田
中
祐
樹
さ
ん
の
功
績
】

　

田
中
さ
ん
は
、
昭
和　

年
４
月

５７

か
ら
志
賀
秋
葉
チ
ー
ム
の
監
督
と

し
て
活
躍
さ
れ
、
ジ
ュ
ニ
ア
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
に
対
す
る
情
熱
と
そ

の
卓
越
し
た
指
導
力
か
ら
、
児
童

及
び
保
護
者
の
厚
い
信
頼
を
得
て

い
ま
す
。

　

こ
の　

年
間
に
は
、
郡
大
会
を

２２

は
じ
め
、
県
大
会
及
び
近
畿
大
会

に
お
い
て
も
チ
ー
ム
を
幾
多
の
優

勝
に
導
い
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
今
日
な
お
、
日
高
ジ
ュ

ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
の
監

督
と
し
て
、
献
身
的
に
指
導
さ
れ

　

去
る
２
月　

日
比
井
小
学
校
屋

２９

内
運
動
場
に
お
い
て
町
議
会
議
員
、

地
元
区
、
学
校
関
係
者
ら
約　

人
８０

が
出
席
し
て
竣
工
式
を
行
い
ま
し

た
。

　

屋
内
運
動
場
の
建
設
は
平
成
６

上杉佳那さん
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年
の
比
井
小
学
校
と
阿
尾
小
学
校

の
合
併
時
よ
り
校
区
皆
様
方
は
じ

め
、
ご
父
兄
の
皆
様
方
の
か
ね
て

か
ら
の
願
い
で
あ
り
ま
し
た
。

　

新
し
い
屋
内
運
動
場
は
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
り
３
階
建
て
、
延

べ
床
面
積
は
１
５
９
４
・
３
４
㎡

で
す
。

　

１
階
は
駐
車
場
、
２
階
が
体
育

館
で
壁
面
収
納
式
の
ス
テ
ー
ジ
の

ほ
か
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
や
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
が
楽
し
め
ま
す
。

３
階
に
は
ホ
ー
ル
の
ほ
か
、
児
童

の
安
全
の
た
め
に
校
舎
と
渡
り
廊

下
で
接
続
す
る
な
ど
、
最
新
の
設

備
を
備
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
時
に
は
避
難
場
所

と
し
て
も
利
用
で
き
る
ほ
か
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
に
も
十
分
対
応
し
た

施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。　

祝竣工 
比井小学校 
屋内運動場 

田中祐樹さん

て
い
ま
す
。

　

彼
の
少
年
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
通

じ
て
の
活
動
は
、
日
高
町
の
ス

ポ
ー
ツ
振
興
、
普
及
、
奨
励
に
大

き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

【
上
杉
佳
那
さ
ん
の
功
績
】

　

上
杉
さ
ん
は
、
紀
央
館
高
等
学

校
で
柔
道
部
員
と
し
て
活
躍
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

１
月　

日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た

３１

第　

回
近
畿
高
等
学
校
柔
道
新
人

４５
大
会
に
お
い
て
、
女
子
団
体
第
三

位
と
、
見
事
な
成
績
を
修
め
ら
れ

ま
し
た
。

▲体育館

▲駐車場 ▲渡り廊下▲渡り廊下


